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南国市は、高知県の中央部に位置し、四国山地に連なる山間部と、物部川と国分川

により育まれた肥沃な香長平野により形成されています。平野部の南端は太平洋に画

し、黒潮の恩恵による温暖な気候のもと、早場米の産地として知られ、稲穂のたゆた

う田園風景の広がりは、豊かな実りをもたらしています。

この恵まれた自然環境は、太古より人々の繁栄を生み、土佐の政治・文化の中心地

として長い歴史を積み重ねてまいりました。その一部は遺跡として残り、我々に祖先

の暮らしぶりを今に伝えてくれます。南国市は県内で最も遺跡の集中する地域であり、

急速に進展する開発事業と埋蔵文化財保護との調整が重要な課題となっています。

岩村地区県営担い手育成基盤整備事業に伴う岩村遺跡群発掘調査は平成7年度から

始まり、今年でいよいよ最後の年を迎えました。これまでの調査では、弥生時代・中

世・近世の3時期を中心とした遺構が検出されました。特に岩村土居城跡の堀の様相

が明らかになったことは、大きな成果となりました。

本書は、報告が残っていたⅥ区を中心にまとめたもので、岩村遺跡群の一連の調査

の最終報告となるものです。今後広く利用され、文化財保護および学術研究の一助に

なれば幸いです。

最後に、調査にあたりご指導を賜りました高知県文化財団埋蔵文化財センター調査

第3班長出原恵三氏、高知県教育委員会、高知県文化財団埋蔵文化財センター、また

文化財への深いご理解とご協力をいただいた高知県中央東耕地事務所、物部川右岸土

地改良区、地権者、地元市民の方々、そして発掘・整理作業にご尽力いただいた作業

員の皆様に心より厚くお礼を申し上げます。

平成11年3月

南国市教育委員会

教育長　　　西森善郎



例　　言

1．本書は、南国市教育委員会が高知県の委託を受け、平成7～10年度に実施した岩村地区県営

担い手育成基盤整備事業に伴う岩村遺跡群の緊急発掘調査報告書第Ⅳ集である。

2．岩村遺跡群は、高知県南国市福船に所在する。

3．平成10年度の調査は、平成10年10月9日～平成10年12月25日まで行った。

4．各年度ごとの調査は以下とおりである。

平成7年度…・I区（1，561Iの、Ⅱ区（784Id）、計2，345崩

平成8年度…・Ⅲ区（390Id）、Ⅳ区（650ni）、Ⅴ区（500崩）、Ⅵ区（200d）、Ⅶ区（1，490崩）、

Ⅷ区（270壷）、Ⅸ区（410d）、計3，910崩

平成9年度…・Ⅵ区（307扇）、Ⅶ区（418崩）、Ⅷ区（230ni）、Ⅹ区（2，320d）、

刃区（1，124Id）、計4，399d

平成10年度…・Ⅵ区（846扇）

I区については『岩村地区県営圃場に伴う岩村遺跡群発掘調査概要』で、Ⅱ～Ⅳ区については

『岩村遺跡群Ⅱ』で、Ⅴ・Ⅶ・Ⅸ区については『岩村遺跡群Ⅲ』で既に報告書を刊行している。

本書は、Ⅵ・Ⅷ・Ⅹ・刃区の報告書である。

5．発掘調査は、高知県教育委員会、高知県文化財団埋蔵文化財センターのご協力を得て、南国市

教育委員会が主体となって実施した。平成10年度の調査体制は以下のとおりである。

調　査　員　　三谷民雄（南国市教育委員会　社会教育課　主事）

調査補助員　　北村邦博（　　ク

ク　　　　水田宜秀（　　ク

ク　　　　小川容弘（　　ク

総務担当　　橋田和典（　　ク

ク　　　臨時職員）

ク　　　　ク　）

ク　　　　ク　）

ク　　　主幹）

6．本書の執筆・編集は、出原恵三氏（高知県文化財団埋蔵文化財センター調査第3社長）のご指

導のもとに三谷が行った。

7．現場作業においては、出原氏のご指導・ご教示を得た。整理作業においては、高知県文化財団

埋蔵文化財センター整理作業員の山中美代子氏、矢野雅氏などのご協力を得た。記して深く謝意

を表したい。

8．発掘調査にあたっては、物部川右岸土地改良区の皆様をはじめ、地元住民の方々のご理廟・ご

協力を得た。また現場作業員、整理作業員の皆様のご協力を得た。記して深く謝意を表したい。

9．当遺跡出土遺物は南国市教育委員会が保管している。遺跡の略号は96－NI、97－NI、98－

NIである。
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第I章　これまでの経過と調査の方法

1．これまでの経過

（1）調査に至る経過

南国市岩村地区において、平成6年度より高知県三大河川の一つである物部川の右岸の農地50．6

haを対象とした岩村地区県営担い手育成基盤整備事業が開始され、狭隆で不整備な農地の区画整

理や統合、農道・用排水路等の系統的な整備を進め、近代的な農地への転換を図っている。

この事業対象地域内には岩村土居城跡が存在することから、南国市教育委員会は、平成6年度に

城跡周辺の遺跡の範囲確認のための試掘調査（面積205d）を実施した。その結果、弥生時代後期

の竪穴住居址・溝跡・柱穴、奈良～平安時代の溝跡・柱穴、室町～戦国時代の井戸跡・柱穴・土坑

等、近世の溝跡等が検出された。このことから、この地に弥生時代～近世にかけての複合遺跡が確

認され、岩村土居城跡と合わせて岩村遺跡群と名付けられた。

南国市教育委員会は、遺跡の持つ重要性に照らし、開発部局に対してその保護と調和のとれた開

発行為の実施について数次にわたる協議を重ね、特に遺跡部分の削平面積については極力少なくす

るよう工法などの検討を求めてきた。そして、道路・水路建設予定地、および農地削平地等の止む

を得ず遺跡が破壊されるおそれのある区域については記録保存のための本調査を行うこととなった。

調査は、南国市が高知県（南国耕地事務所）の委託を受け、南国市教育委員会が調査主体となり、

高知県教育委員会並びに高知県文化財団埋蔵文化財センターの指導のもと、平成7年度より4ケ年

計画で行うことになった。

（2）平成7年度の調査（Fig．2）

平成7年度の調査は、平成7年9月29日から平成8年2月7日まで実施した。調査区については

便宜上、現在の水田や畑の畦畔をそのまま利用して任意にI区（1，561前）、Ⅱ区（784Iの　を設定

した。

I区からは、調査区西方隅で、南北に伸びる2条の重複している堀が検出された。この堀は、15

世紀代、18～19世紀代という2時期に機能していた遺構であることが出土遺物から判明し、中世末、

近世における屋敷地を囲む堀としての性格を与えることができた。

Ⅱ区では弥生時代後期の竪穴住居址2棟、古墳時代初頭の竪穴住居址1棟が検出され、古墳時代

の住居址より鉢としては県下初の出土例となる吉備搬入土器が出土した。

平成7年度は、I区についての報告書を刊行した。（南国市教育委員会『岩村地区県営圃場に伴

う岩村遺跡群発掘調査概要』1996．3）

（3）　平成8年度の調査（Fig．2）

平成8年度の調査は、平成8年9月11日から平成9年2月10日まで実施した。調査区は新たにⅢ

区（390前）、Ⅳ区（650Iの、Ⅴ区（500前）、Ⅵ区の一部（200崩）、Ⅶ区の一部（1，490崩）、Ⅷ区の

一部（270前）、Ⅸ区（410d）を設定した。

Ⅲ区からは、15世紀代の溝1条が検出された。Ⅳ区からは、遺構は検出されなかった。Ⅴ区から

は、弥生時代後期の竪穴状遺構1基が検出された。Ⅵ区からは弥生時代前期の土坑2基、後期の竪

－1－



穴住居址2棟等が検出された。Ⅶ区は岩村土居城跡の堀推定地の調査であり、内堀、外堀の2重の

堀が巡っていることが確認された。Ⅷ区からは弥生時代後期の溝4条、Ⅸ区からは岩村土居城跡の

西側の堀と思われる溝が検出された。

平成8年度は、Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ区の報告書を刊行した。（南国市教育委員会『岩村遺跡群Ⅱ一岩村地

区県営担い手育成基盤整備事業に伴う発掘調査報告書－』1997．3）

（3）　平成9年度の調査（Fig．2）

平成9年度の調査は、平成9年5月26日から平成10年2月2日まで実施した。調査区は新たにⅥ

区の一部（307前）、Ⅶ区の一部（230崩）、Ⅷ区の一部（230Iの、Ⅹ区（2，320崩）、刃区（1，124Iの

を設定した。

Ⅵ区からは弥生時代後期の竪穴住居址が6棟、壷棺2基等が検出された。Ⅶ区では、岩村土居城

跡の外堀の北城が確認された。Ⅷ・Ⅹ・刃区では主に近世の遺構が確認された。

平成9年度は、Ⅴ・Ⅶ・Ⅸ区の報告書を刊行した。（南国市教育委員会『岩村遺跡群Ⅲ一岩村地

区県営担い手育成基盤整備事業に伴う発掘調査報告書－』1998．3）

2Ⅰ調査の方法

各調査区ともに遺構検出面は浅く、耕作土直下である。調査の手順としては、重機を用いて耕作

土を除去した後、手作業で遺構の検出、完掘作業を行った。包含層遺物の取上げ、遺構の実測につ

いては、公共座標に基づいて調査区全体に4m方眼をかけ、東西方向に1，2，3，・・・、南北

方向にA，B，C，‥・、の恥を付して、地点の記録および実測を行った。平面測量および地層

断面図については、20分の1を基本に適宜任意の縮尺を用いた。図中の方位は全て真北を用いた。

遺構のナンバーリングについては、便宜上各調査区ごとに付した。

－2－
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第I章　周辺の地理的、歴史的環境

1．地理的環境

岩村遺跡群は、南国市の東端、県下三大河川の一つであり、剣山系の白髪山に源を発し、流路延

長70．5kmの物部川河口から約3km程上流にのぼった西岸に位置し、現地表は、海抜19．8m前後を測

る。岩村遺跡群の所在する南国市は、東西に弧状の長い海岸線を有する高知県のほぼ中央部にあり、

県下最大の平野である高地平野の東部に位置する。高知平野の中でも、南国市、土佐山田町、野市

町及びその周辺の平野部は、香美郡と長岡郡に属していたことから、香長平野とも呼ばれており、

本県最大の穀倉地帯をほこっている。南国市の地形は北方山地と丘陵群、それに香長平野を含めた

平野部に区分される。

香長平野はところによって微高地と低地がかなり複雑に交錯するため、平野の等高線は部分的に

乱れているが、土佐山田町神母木を中心にほぼ同心円状に配列する扇状地を形成している。香長平

野は隆起と沈降を繰り返しつつ、坂折山、介良山、船岡山、吾岡山等の丘陵間の低地もしくは多島

式内湾が、物部川、国分川等による扇状地や三角州によって埋められたものであり、この堆積作用

は現在もなお続いている。物部川による扇状地の傾斜は相対的に緩く、面積もさほど大きくないが、

本県では最大の扇状地である。

2．歴史的環境

南国市は、高知平野東部の大半を占め、遺跡の密度は県下で最も高く、各時代の遺跡の所在が知

られており、近世以前は土佐の中心地として栄えた地域であった。

旧石器時代の遺跡は、奥谷南遺跡が存在する。ここは全国でも例の少ない旧石器時代の岩陰遺跡

であり、ナイフ形石器・スクレイパー・細石器・尖頭器など多量の石器が出土した。

縄文時代の遺跡は県西部の四万十川流域に比べ少なく、数ヶ所確認されているにすぎない。時期

的には後期が中心である。奥谷南遺跡では、草創期の隆起線文土器・隆帯文土器が出土し、中期末

から後期初頭にかけてのドングリの貯蔵穴が確認されている。栄工田遺跡からは、後期から晩期に

至る土器が多量の磨製石斧と共に出土した。これらの遺跡は、丘陵部が平野部に接する地に立地し

ており、狩猟・採集に適した地域であった。南の平野部では田村遺跡群のLoc．47などが所在する。

田村遺跡群では、後期後半の磨消縄文を中心とする土器群と共に多量の打製石斧が出土しており、

低地における縄文遺跡の立地を考える上で注目される。

弥生時代になると遺跡数とその規模は、急激に発展する。稲作に適した広大な沖積平野を有する

ことから、市域のほぼ全域に遺跡が展開している。なかでも田村遺跡群は、その規模において群を

抜いており、弥生時代を通して高知平野における拠点的母村集落と考えられる。前期においては竪

穴住居群と掘立柱建物群の存在や、水田跡などが確認されている。中期～後期にかけては集落の西

方への移動がうかがわれ、土器以外にも後漠の方格規矩四神鏡片や勾玉・管玉・ガラス小玉などが

出土しており、引き続き高知平野における拠点的集落であったと考えられる。その一方、前期後半

以後になると集落が拡散し、平野部ばかりではなく山間部にも遺跡の立地をみるようになる。弥生
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時代後期になると、遺跡の立地は北部の長岡台地上に移る。竪穴住居址が発見された三畠遺跡や、

弥生時代後期から古墳時代初頭にかけての竪穴住居址が多数検出された東崎遺跡、小龍遺跡、土佐

山田町のひびのき遺跡のような大規模な集落が出現してくる。

古墳時代においても高知平野が遺跡分布の中心的位置を占め、土佐山田町、南国市北部の山麓部

及び独立丘陵上に、6－7世紀の横穴式石室をもつ古墳が多数存在している。なかでも小蓮古墳は

大型の横穴式石室をもつ円墳であり、香長平野北部を中心とする有力者の墳墓と考えられ、22基の

古墳からなる県下最大の群集境である舟岩古墳群もこの地域に造築されている。また、国分川右岸

にある新改古墳は、この地域では大型に属する6世紀代の古墳であり、幅2m、長さ5m、高さ2・

mを測る横穴式石室からは、金環や各種馬具、直刀などが出土している。これらの山麓には、6世

紀後半から7世紀以降数多くの須恵器窯が出現する。土佐国街跡の発掘調査では6－7世紀の竪穴

住居址が30棟前後検出されており、今後も調査が進むにつれ、新たに発見されるものと考えられる。

古代には、律令制度のもとでの土佐国を伝える遺跡として、比江廃寺跡や土佐国衛跡、土佐国分

寺跡が所在しており、古代土佐国の政治・文化の中心地であったことを示している。比江廃寺跡は

白鳳時代の寺院跡であり、塔心礎は原位置を保っていることが発掘調査により確認された。土佐国

衛跡では、昭和54年度より11次にわたる確認調査が行われ、官街を構成すると考えられる掘立柱建

物群などが検出されているが、政庁など国街の中心遺構は確認できていない。土佐国分寺跡では東

側に寺城を示すとみられる土塁が残されており、現状変更に伴う調査及び伽藍配置確認のための調

査がな行われ、礎石建物跡、掘立柱建物跡等が検出されている。その他、南国市域の古代の遺跡と

しては、田村遺跡群において平安時代前半の掘立柱建物群が検出されており、「田村庄」関係の遺

構ではないかと考えられている。

中世になると遺跡数も増加し、分布も平野部の城館跡や周辺山麓部の山城跡等に代表されるよう

にほぼ全域に渡る。これらに伴い生活域も拡散し、ほぼ現在我々が目にするような景観の基礎が形

成された。田村遺跡群では、溝に囲まれた屋敷跡が31ヶ所検出されており、南北朝期に機能したも

の、守護代細川氏入城後に機能したもの、長宗我部氏台頭に伴って機能していたものと3時期に区

分することができる。溝は1辺30－50mの規模をもち、約半数では石組み等の井戸や屋敷墓を検出

した。掘立柱建物跡は主屋とみられる大型のものが、数回にわたり建替えられ、周辺には小規模な

掘立柱建物跡が付属していた。田村城館跡は14世紀～15世紀においての細川氏の居館であり、城郭

は3垂の濠で囲まれた複合城郭である。郭内には区画溝や掘立柱建物跡が存在しており、外濠の幅

は4m～5m、深さ3．5mを測り、この中からは土師質土器や護符が出土している。西部に位置す

る岡豊城跡は長宗我部氏の居城であり、礎石建物跡、石敷遺構、土坑、溝、土塁石垣、階段状遺構

を検出している。出土遺物からこの城の機能した時期を15世紀後半からおよそ100年間としている。

その他の中世城跡では、久礼田城跡、植田城跡、細川土居城跡、岩村遺跡群の周辺では包地土居城

跡（5）、徳弘土居城跡（21）、立田土居城跡（23）などが所在している。
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番号 名　　 称 時　 代 番号 名　　 称 時　 代 番号 名　　 称 時　 代

1 岩村遺跡群 弥生～中世 11 古流曽遺跡 古墳～平安 21 徳弘土居城跡 中　 世

2 岩村土居城跡 中　 世 12 横落遺跡 弥生～平安 22 北角田遺跡 弥生～平安

3 若宮遺跡 弥生～平安 13 桧物ケ内遺跡 古墳～平安 23 立田土居遺跡 中　 世

4 垣添遺跡 古墳～中世 14 カントヲリ遺跡 縄文塙墳～平安 24 修理田遺跡 弥生～平安

5 包地土居城跡 中　 世 15 表中内遺跡 弥生～平安 25 田村遺跡群 縄文～近世

6 ・芝 田遺跡 古墳～中世 16 上横田遺跡 古墳～平安 26 田村城跡 中　 世

7 ムロカ内遺跡 弥生～中世 17 大北遺跡 古墳～中世 27 千屋城跡 中　 世

8 屋根添遺跡 古　 墳 18 平杭遺跡 弥生～古墳 28 季重遺跡 古墳～近世

9 芝ノ端遺跡 古　 墳 19 高添遺跡 弥生～平安 29 公家ノ前遺跡 古墳～近世

10 石神遺跡 弥生～平安 20 寺ノ前遺跡 弥生～中世 30 司例田遺跡 古墳～近世

Fig．3　岩村遺跡群の位置と周辺の遺跡
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第Ⅱ章　調査の成果

1．Ⅵ区の調査

（1）Ⅵ区の概要と基本層序

①　概　要（Fig．4）

東西174m、南北6m、面積1，357前の調査区である。東側より順にⅥ－1区（200d）、Ⅵ－2区

（307壷）、Ⅵ－3区（846I藁）と区分する。Ⅵ－1区は平成8年度に、Ⅵ－2区は平成9年度に、Ⅵ－

3区は平成10年度に調査を実施した。弥生時代後期終末～古墳時代初頭の竪穴住居10棟、弥生時代

前期の土坑2基、後期の土坑3基、壷棺2基、溝7条、古代の溝10条、近世の土坑8基などを検出

した。

②　基本層序（Fig．4）

Ⅵ－1区東部南壁（A～B）とⅥ－3区中央部サブトレンチ西壁（C～D）で観察した。両地点

とも耕作土下に粘質土層、次いで砂質土層が堆積しており、旧物部川による沖積作用が認められる。

（A～B）はやや複雑な堆積状況を示すが、（C～D）では極めて安定した様相を呈している。

Ⅵ－1区東部南壁（A～B）

I層：灰黄褐色粘質土。安定した堆積を示していて、層厚10cm前後を測る。

Ⅱ層：灰黄色粘質土。部分的な堆積であり、層厚10cm前後を測る。

Ⅲ層：茶灰色粘質土。部分的な堆積であり、層厚10cm前後を測る。

Ⅳ層：灰褐色シル下層。部分的な堆積であり、層厚10cm前後を測る。

Ⅴ層：黄茶色シル下層。安定した堆積であり、層厚30cm前後を測る。弥生時代以降の堆積により形

成された土層である。

Ⅵ層：灰茶色砂層。部分的な堆積であり、層厚15cm前後を測る。

Ⅶ層：灰茶色シル下層。部分的な堆積であり、層厚10～30cmを測る。

Ⅷ層：茶色粘質土。部分的な堆積であり、層厚15cm前後を測る。弥生土器を多く包含する。旧物部

川により形成された自然堤防の斜面にあたると思われる。

Ⅸ層：黄茶色砂層に茶色粘土のブロックを含む。部分的な堆積であり、層厚20cm前後を測る。

Ⅹ層：黄茶色砂層。部分的な堆積であり、層厚10cm前後を測る。

Ⅵ－3区中央部サブトレンチ西壁（C～D）

I層：耕作土。層厚20cm前後を測る。

Ⅱ層：褐灰色粘質土（7．5YR6／1）。安定した堆積であり、層厚20cm前後を測る。弥生土器包含層。

Ⅲ層：灰褐色シル下層（7．5YR6／2）。安定した堆積であり、層厚20cm前後を測る。弥生土器、炭化

物を包含する。

Ⅳ層：黄灰色砂層（2．5Y6／1）。安定した堆積であり、層厚30cm前後を測る。拳大の礫を含む。（A

～B）のⅩ層に相当する。

Ⅴ層：灰色粘質土（7．5Y6／1）。現代溝跡である。

－7－



N
［、
N
寸
CJ〇

日

＞く

＼

090∠l＝A

8gO∠l＝A一／

9ZO∠t＝A一′

予10∠t＝A一一

ZOO∠T＝A一一

0669l＝A‾′

∠二二P′

官∠691＝A・′

9969l＝Å一／

予969t＝Å一′

Z予69l＝A一一

OC691＝A一一G

8T69t＝Å一一

90691＝Å一一

予6891＝A一／

Z989l＝Å一一

凶
▼・．」

］

5ご

⊂⊃
q⊃

N
寸

q⊃

ii

蚤

＼

什

月
一．一．．．．一ll

．．一一．一．

〔／一

＼

＼　　　芯
u⊃　　　　　　　　　　N
の　　　　　　　　　　寸
N q⊃

廿　　　　　　　　日

等　　　　画
壇

（

高

車
・由

（　や＼

哩ト
中ロ
屈h

e

糖可
弔辞
胡ぜ

哩歯輪
■L　）　）

哩‖ミ11廼＝型
合′ヽ糾合合
せ目回避噂し画
鴇賭亜輪韓
塔埴輪細目帆

5！芦l芦日田‖H

羽　　　哩哩
糾十日十⊥‘
凄牒叫細言ミ　ミ
咄凄壕′ヽ′ヽ
輝せ団恥部胡
椒柚は臣匿輪
塔埴輪塔咄

H［∃【∃　≧　こ＞

（

走
和
・加
奈
ユ＿】

（　　ヽ「一

高塔
和・
蘭賠
賠引

率彗棄
締‡S
ト顕現訟
刃‘Nト：
細目ミ題嬰刃
凄′ヽ合糾

羽白田ぜ□噂上達
璧つ塞裏匡膣「画
誌裏匡塔却環塔

H　日日白日≧∴＞

吐
退嬰

柊
瑚
b
ll

第
回
粗

壁
凶

樹
霜
凶
夢

寸

だ



区
車
軸
埠
噸
毛
蟹
凶
1－1

】

5ご

Ln

．暫
h



囲
車
軸
埠
埋
丑
磐
凶
N

l

芦

（．D
°

．暫
h

10



囲
車
軸
醍
瑚
丑
輩
凶
0つ

1

5ご

［、

．暫
h



（2）弥生時代・古墳時代の遺構と遺物

（彰　竪穴住居

STl（Fig．8）

Ⅵ－1区中央部の下層で検出された一辺が4．7m前後を測る隅丸方形の竪穴住居址である。北側

のプランは精査したにもかかわらず、明らかにすることができなかった。検出面から床面までの深

さは30cm前後を測る。床面は地山削り出しによるしっかりとしたベッド状遺構を有する。高床部の

幅は1Jm前後、低床部からの高さは8cm前後である。中央ピットは中心部やや南側に位置し、東

西に主軸を置く長楕円形を呈している。長軸は112cm、短軸は58cm、深さは16cmを測る。中央ピッ

トの北側には東西約180cm、南北約110cmの不整形な範囲で炭化物が確認された。

出土遣物は細片が多く、図示できたのは（嚢：1・2、鉢：3・4、叩石：5、打製石包丁：6）

の6点である。STlは弥生時代後期終末に属する住居址である。

ST2（Fig．9）

Ⅵ－1区中央部の下層で検出され、STlと近接している。住居址の北半分は調査区外であり、

明らかにすることができなかったが、一辺が4m前後の方形の竪穴住居と想定される。検出面か

ら床面までの深さは23cm前後で、埋土は茶褐色粘質土の単純一層である。床面は、削り出しによる

ベッド状遺構を有し、住居西側に幅90cm、高さ6cm前後の高床部が認められる。東側でも高床部の

一部が検出されたが、大部分が調査区外のため、その規模を明らかにすることはできなかった。ま

た、住居西壁際には幅18cm、深さ4～5cmの壁溝が2．7mにわたって確認された。住居南壁際には

長軸92cm、短軸70cm、深さ8．7cmを測る隅丸方形を呈する落ち込みが検出された。

調査風景
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Fig．8　STl平面・エレベーション・出土遺物実測図

出土遺物は、図示した14点（壷：7・8、嚢：9～15、手捏ね：16、鉢：17・18、砥石：19、磨

製石斧：20）がST2に伴うものである。出土位置を図示した遺物のうち18は床上15cm程の埋土中

より出土し、9・14・15・16・19・20は床面より出土した。ただし、磨製石斧（20）は弥生時代中

期以前に遡り、混入品と思われる。これら床面よりの一括性の高い遺物により、ST2は弥生時代

後期終末～古墳時代初頭に属すると考えられる。
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Fig．9　ST2平面・エレベーション・出土遺物実測図
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ST3（Fig．10）

Ⅵ－2区東部下層で検出された竪穴住居址である。SDlO、SD13、SD14によって切られており、

特に西側では削平が激しく、精査したにもかかわらず、プランを明確にすることができなかった。

現状での検出部分からみると、規模は判然としないが、隅丸方形を呈している。検出面から床面ま

での深さは13－20cmを測り、埋土は褐灰色粘質土（7．5YR4／1）の単純一層である。

出土遺物は、図示した25点（壷：21～25、嚢：26～38、鉢：39－43、高杯：44・45）がST3に

伴うものである。そのうち23～25・28・29・31・44・45は床面よりの出土である。これら床面より

の一括性の高い遺物により、ST3は弥生時代後期中葉に属すると考えられる。

ST4（Fig．10）

Ⅵ－2区東部下層で検出された竪穴住居址である。SDlO、SD13などによって切られており、特

に東側では削平が激しく、精査したにもかかわらず、プランを明確にすることができなかった。現

状での検出部分からみると、一辺が6．6m前後の方形を呈する竪穴住居と思われる。検出面から床

面までの深さは15cm前後を測り、埋土はI層：黒褐色粘質土（7．5YR3／1）、II層：褐灰色粘質土

（7．5YR4／1）である。

出土遺物は、図示した18点（壷：46－49、嚢：50～57、鉢：58～61、高杯：62、打製石包丁：63）

がST4に伴うものである。そのうち51・53・54・57・61は床面よりの出土である。これらの出土

遺物によりST4は弥生時代後期終末に属する。

ST5（Fig．13）

Ⅵ－2区西部下層で検出された竪穴住居址である。住居址の南側は調査区外であり、西側はSD16

によって切られているが、一功が5．6m前後の隅丸方形の平面形が復元される。検出面から床面ま

での深さは45cm前後であり、埋土はにぷい黄褐色粘質土（10YR4／3）の単純一層である。北側には

ベッド状遺構を有し、幅80cm前後、高さ15－20cmの高床部が認められる。東側の段部については、

その性格は不明である。中央ピットは中心部やや南側に位置し、東西に主軸を置く長楕円形を呈し

ている。長軸は112cm、短軸は56cm、深さは15cmを測る。

出土遺物は図示した57点（壷：64～80、嚢：81－104、嚢蓋：105、鉢：106～117、砥石：118、

支脚119・120）がST5に伴うものである。そのうち67・69・83・88・89・91・96・97・102・108・

110・112・113は床面よりの出土であり、111・114は中央ピットの埋土中よりの出土である。これ

ら床面出土の一括性の高い遺物により、ST5は弥生時代後期終末に属する。

ST6（Fig．10）

Ⅵ－2区東部下層で検出された竪穴住居址である。住居址の西側はSD15に切られ、東側および

南側は調査区外であるため、規模および平面形を明らかにすることはできなかった。削平が激しく、

検出面から床面までの深さは10cm前後であり、埋土は褐灰色粘質土（7．5YR4／1）の単純一層であ

る。

出土遺物は図示した12点（壷：121～123、嚢：124～129、鉢：130、高杯：131・132）がST6に

伴うものである。そのうち127・129・132が床面よりの出土であり、他は埋土中よりの出土である。

ST6は弥生時代後期終末に属すると思われる。
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Fig．12　ST4出土遺物実測図
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Fig．15　ST5出土遺物実測図
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Fig．16　ST6出土遺物実測図
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ST7（Fig．17）

Ⅵ－2区中央部下層で検出された一辺が約5．6mの方形を呈する竪穴住居址である。検出面から

床面までの深さは40cm前後を測る。ベッド状遺構は、四方に認められ、地山削り出しによるしっか

りした段部を有している。高床部の幅は104cm前後、高さは10～15cmを測る。中央ピットは中心部

やや南側に位置し、東西方向に主軸を置く長楕円形を呈している。長軸は136cm、短軸は64cm、深

さは23cmを測る。埋土はI層：黒色粘質土（7．5YR2／1）、Ⅱ層：灰黄褐色粘質土（10YR4／2）であ

る。Ⅱ層には一部炭化物を含んでいた。

出土遺物は図示した60点（壷：133～155、棄：156－176、鉢：177－184、高杯：185－187、鉄鉄：p

188、支脚：189－192）がST7に伴うものである。そのうち134・156・159・166・176・177・179・

182・183・189・191は床上10cm程の埋土中より出土し、152・163・164は床面より出土した。それ

以外の遺物は埋土中よりの出土であるが、高杯（185・186）は後期前葉に属する混入品である。S

T7は弥生時代後期終末に属する。

ST8（Fig．19）

Ⅵ－3区西部で検出された一辺が5．2mの方形の竪穴住居址である。ST9に切られており、住居

址の南半分は調査区外のため明らかにすることができなかった。検出面から床面までの深さは15cm

程であり、埋土は灰褐色粘質土（7．5YR5／2）の単純一層である。住居址の中央部では2ヶ所で楕円

形状に炭化物が厚さ約1cm程堆積していた。北側コーナー部にあるPl・P2はその規模からST8

に付属する貯蔵穴と考えられる。Plは56×38cm、深さ38cmの隅丸方形で、P2は径90cm程の不整

形な掘形をもつ深さ51cmのピットである。P2の壁面および床面には10～15cm程の礫を敷いていた。

出土遺物は図示した34点（壷：193～197、棄：198－213、鉢：214～223、支脚：224・225、甑：

226）がST8に伴うものである。そのうち193・195・198・202・208・211・213・214・217・219・

221・224・226は床面よりの出土である。これら床面出土の一括性の高い遺物によりST8は弥生時

代後期終末に属すると考えられる。

ST9（Fig．19）

Ⅵ－3区西部で検出された一辺が9．3mの方形の竪穴住居址で、ST8・10を切っている。ただし、

北辺のプランが中央部でクランク状に折れ曲がっており、2棟の住居址が切り合っている可能性を

残す。精査したが埋土に違いが認められず、遺物にも時期差がなかったため、ここでは1棟の住居

址として報告する。検出面から床面までの深さは10～15cmを測り、埋土は褐灰色粘質土（7．5YR5／

1）である。ST9に伴うピットは2個検出された。Plは東西方向に主軸を置く楕円形で、長軸69

cm、短軸60cm、深さ17cmを測る。ピットの検出面より1～3cmの厚さで炭化物が含まれていた。P

2は径34cmの円形で深さ25cmを測る。

出土遺物は図示した19点（壷：227・228、嚢：229－232、鉢：233～238、高杯：239～241、支脚：

242～245）がST9に伴うものである。そのうち229・235・239・241・243・244は床面よりの出土

である。ST9は古墳時代初頭に属する。
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STlO（Fig．19）

Ⅵ－3区西部で検出された南北4．9m、東西5．3mの方形の竪穴住居址で、ST9に切られている。

検出面から床面までの深さは18cm前後であり、埋土は灰褐色粘質土（7．5YR6／2）の単純一層であ

る。ベッド状遺構は北・東面ではしっかりした段部を有するが、南・西面では高まりが認められな

かった。高床部の幅は106cm前後、高さは7cm程を測る。低床部中央では2個の長楕円形のピット

が検出された。Pl、P2ともに東西方向に主軸を置き、底面で1～3cmの厚さで炭化物を含んで

いた。規模はPlで長軸96cm、短軸62cm、深さ5cmを測り、P2で長軸122cm、短軸74cm、深さ12

cmを測る。P2の周縁部からは砥石（262）が出土した。

出土遺物は図示した14点（壷：246、嚢：247－250、手捏ね：251－254、鉢：255～259、土玉：

260、砥石：261・262）がSTlOに伴うものである。そのうち246・247・250・261は床面よりの出土

である。STlOは弥生時代後期終末に属する。

、、＼」二言

○

259　の260
20cm

Fig．22　STlO出土遺物実測図
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②　土　坑

SK5（Fig．23）

Ⅵ－1区東部下層で検出された土坑で、SK6に切られている。南北に主軸を置く長方形を呈し、

長軸188cm、短軸154cm、深さ20cmを測る。底部は平坦で、断面形は逆台形を呈する。埋土は褐灰色

粘質土の単純一層である。

出土遺物のうち図示し得たのは嚢（263・264）である。SK5は弥生時代前期後葉に属する。

SK6（Fig．23）

Ⅵ－1区東部下層で検出された土坑で、SK5を切っている。南北に主軸を置く長方形を呈し、

長軸354cm、短軸196cm、深さ28cmを測る。北辺のプランは、精査したが明確にすることができなかっ

た。底部は平坦で、断面形は逆台形を呈する。埋土はにぷい褐色粘質土であるが、中層の一部に焼

土を含み、中層から床面にかけて6～10cm程の炭化物が一面を覆うように出土した。

出土遣物のうち図示し得たのは壷（265）、嚢（266）である。SK6は弥生時代前期末に属する。

SKll（Fig．23）

Ⅵ－2区中央部上層で検出された土坑で、SDlOによって北半分を切られている。南北に主軸を

置く楕円形で、検出部は長軸126cm、短軸82cm、深さ30cmを測る。断面形は逆台形で、埋土は褐灰

色粘質土（7．5YR4／1）である。

出土遣物のうち図示し得たのは壷（267～269）、棄（270）である。SKllは弥生時代後期終末に

属する。

SK12（Fig．23）

Ⅵ－3区西部で検出された土坑で、南側は調査区外である。平面形は隅丸方形を里し、検出規模

は南北219cm、東西255cm、深さ12cmを測る。埋土は灰褐色粘質土（7．5YR4／2）で、底面は中心部

がやや盛り上がり、壁は緩やかに立ち上がる。

出土遺物のうち図示し得たのは嚢（271）、高杯（272）、支脚（273）である。SK12は弥生時代後

期終末に属する。

SK13（Fig．23）

Ⅵ－3区東部で検出された土坑で、SD17によって東側を切られている。平面形は隅丸方形を呈

し、検出規模は南北206cm、東西130cm、深さ28～38cmを測る。底部は概ね平坦であるが、中央部で

一段と深く掘り込まれている。埋土は灰黄褐色粘質土（10YR5／2）の単純一層である。

P出土遺物のうち図示し得たのは壷（274～276）、嚢（277～283）、鉢（284）、甑（285）である。

棄（280）は胎土が灰褐色であり、県西部からの搬入品である。SK13は古墳時代初頭に属する。

③　壷　棺

壷棺1（Fig．25）

Ⅵ－2区東部のST4の上面で出土した壷棺（286）である。墓境は精査したが確認できなかった。

上胴部が下胴部に落ち込んだ様な状態で出土した。にぷい褐色の堅赦な胎土は角閃石を含み、讃岐

平野よりの搬入品の可能性が強い。内外面に不定方向の租いパケ調整を施す。壷棺1は弥生時代後

期終末に属する。
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Fig．23　SK5・6・11・12平面・セクション・エレベーション・出土遺物実測図
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Fig．24　SK13平面・エレベーション・出土遺物実測図
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Fig．25　壷棺1出土状況・平面・エレベーション・実測図
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壷棺2（Fig．26）

Ⅵ－2区東部のST6の上面で出土した壷棺（287）である。細片が散在した状態で出土し、墓境

を確認することはできなかった。平底から内湾気味に立ち上がり、胴部外面の上位はパケ、ヘラ磨

き、中位～下位は叩き、パケ調整を施す。内面は不定方向の粗いパケ調整を施す。頚部に斜格子状

の刻目を施す突帯を貼付している。壷棺2は弥生時代後期終末に属する。

Fig．26　壷棺2実測図
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（享）溝

SD3（Fig．27）

Ⅵ－1区西部下層で検出された南北方向（N－150－E）の溝である。確認延長は4．4m、幅35cm、

検出面からの深さは10cmを測る。断面形は逆台形を呈する。埋土は褐灰色粘質土である。

遺物は弥生時代後期の土器細片が少量出土しているが、図示できるものは無い。

SD6（Fig．27）

Ⅵ－1区中央部下層で検出された南北方向（N－650－E）の溝である。確認延長は6．8m、幅26

～68cm、検出面からの深さは24cmを測る。底部は舟底状を呈している。埋土は褐灰色粘質土である。

遺物は弥生時代後期の土器細片が少量出土しているが、図示できたものは嚢（290）のみである。

SD7（Fig．27）

Ⅵ－1区東部下層で検出された南北方向（N－280－E）の溝である。確認延長は6．6m、幅46－

154cm、検出面からの深さは26cmを測る。南部で二股に分かれ、底部は舟底状を呈している。埋土

は灰褐色粘質土である。

遺物は弥生時代後期の土器細片が少量出土しているが、図示できるものは無い。

SD12（Fig．27）

Ⅵ－2区中央部下層で検出された東西方向（N－630－W）の溝である。長さ2．5m、幅30cm、検

出面からの深さは24cmを測る。断面形は逆台形を呈している。埋土は褐灰色粘質土（7．5YR5／1）

である。

遺物は弥生時代後期の土器細片が少量出土しているが、図示できるものは無い。

SD13（Fig．27）

Ⅵ－2区東部上層で検出された南北方向（N－230－E）の溝である。南部では西へ折れ曲がる。

SDlOに切られ、SD14を切っている。確認延長は9．5m、幅86～146cm、検出面からの深さは32cm前

後を測る。底部は舟底状を呈している。埋土はにぷい褐色粘質土（7．5YR5／3）である。

20．6m　　　　　　　　　　　20．5m

‾ヽ　　J　　⑳　⑳

SD3

20．7m

⑳－

、）′
20．8m SD6
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－⑳　⑰些・7m　－⑳

U
SD12

‾⑳

＼）／
O SD16　　1m
l　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

・　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　一
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Fig．27　SD3・6・7・12～14・16エレベーション・出土遺物実測図

SD6（290）SD13（291・292・296）SD14（288・289・293～295）
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遺物は弥生時代後期の土器細片が少量出土しており、図示できたのは棄（291・292）、砥石（296）

である。

SD14（Fig．27）

Ⅵ－2区東部上層で検出された東西方向（N－880－E）の溝である。SD13・15に切られている。

確認延長は8．9m、幅0．8－1．5mで西方へ広がり、検出面からの深さは32cm前後を測る。底部は舟底

状を呈している。埋土はにぷい褐色粘質土（7．5YR5／3）である。

遺物は弥生時代後期の土器片が出土しており、そのうち図示できたのは壷（288・289）、嚢（293）、

手控ね（294）、支脚（295）である。

SD16（Fig．27）

Ⅵ－2区東部下層で検出された南北方向（N－120－E）の溝であり、ST5を切っている。確認

延長は5．4m、幅は80cm、検出面からの深さは26cm前後を測る底部は舟底状を呈している。埋土は

灰褐色粘質土（7．5YR5／1）である。

遺物は弥生時代後期の土器細片が少量出土しているが、図示できるものは無い。

（3）古代～近世の遺構と遺物

①　土坑

SKl（Fig．27）

Ⅵ－1区東端上層で検出された土坑である。平面形は径1．7mの円形を呈し、深さは32cmを測る。

断面形を逆台形に掘削した後、厚さ5cmほどのハンダ（繁打）で固めている。床面の中心部を5cm

ほど掘り下げ、長さ20cmの円礫を据えていた。埋土は灰褐色粘質土である。

出土遺物は須恵器の細片が少量混入しているが、図示できるものはない。SKlはハンダを伴う

ことから近世の土坑である。

SK2（Fig．27）

Ⅵ－1区西部中層で検出された土坑で、SK7を切っておりピットに切られている。平面形は径

1．1mの円形を呈し、深さは18cmを測る。断面形は逆台形を呈し、埋土は茶黄色粘質土である。

出土遺物は土師器の細片が少量出土しているが、図示できるものはない。SK2は古代の土坑と

考えられる。

SK3（Fig．27）

Ⅵ－1西端上層で検出された土坑で、SK8に切られている。平面形は径1．8mの円形を呈し、

深さは37cmを測る。断面形は逆台形を呈し、埋土は、I層：黄茶灰色粘質土、Ⅱ層：灰色粘質土、

Ⅲ層：灰茶色粘質土（1cmほどの茶色のブロックを含む）である。床面からは拳大～人頭大の円礫

が多量出土した。礫の8割は砂岩で、2割はチャートである。礫はこの土坑を廃棄する際、意図的

に投げ込まれた可能性が高い。

遺物は弥生時代後期の土器細片と須恵器の細片がわずかに混入しているが、図示できるものはな

い。SK8に切られていることから、SK3は近世の土坑と考えられる。
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I：黄茶灰色粘質土

Ⅱ：灰色粘質土

Ⅲ：灰茶色粘質土

（1cm程の茶色の
ブロックを含む）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m
L＿．　．．　．；　　　　　　　　　　　－J

Fig．28　SK1－4・7～10平面・セクション・エレベーション図
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SK4（Fig．27）

Ⅵ－1区東端上層で検出された土坑である。平面形は径1．3mの円形を呈し、深さは20cmを測る。

断面形は逆台形を呈し、埋土は灰褐色粘質土である。

出土遺物は皆無であるが、検出面のレベルから近世のものと考えられる。

SK7（Fig．27）

Ⅵ－1区中層で検出された土坑で、SK2、ピッ吊こ切られている。平面形は隅丸長方形を呈し、

長軸方向はN－800－Eである。長軸274cm、短軸168cm、深さは6cmを測る。断面形は逆台形を呈

し、埋土は褐灰色粘質土である。西部の床面からは、この土坑を廃棄する際に意図的に投げ込まれ

たと思われる円礫が集中して出土した。

出土遺物は土師器の細片が少量出土しており、古代の土坑と考えられる。

SK8（Fig．27）

Ⅵ－2区西端上層で検出された土坑で、SK3を切っている。平面形は隅丸長方形を呈し、長軸

方向はN－820－Eである。長軸190cm、短軸106cm、深さは46cmを測る。断面形は逆台形を呈し、埋

土はにぷい褐色粘質土である。

遺物は弥生時代後期の土器細片と須恵器の細片がわずかに混入しているが、図示できるものはな

い。SK8は検出面のレベルから近世のものと考えられる。

SK9（Fig．27）

Ⅵ－2区西部上層で検出された土坑で、SDllを切っている。平面形は径2．4mの円形を里し、深

さは56cmを測る。断面形を逆台形に掘削した後、厚さ5cmのハンダで外縁および床面を固めている。

上部のハンダで固めた外縁には、拳大の円礫による石組が巡らされている。埋土は灰褐色粘質土

（7．5YR5／2）である。

出土遺物は皆無であったが、ハンダを伴うことから近世の土坑である。

SKlO（Fig．27）

Ⅵ－2区中央部上層で検出された土坑である。平面形は径1．7mの円形を里し、深さは34cmを測

る。断面形を逆台形に掘削した後、厚さ5cmのハンダで壁面および床面を固めている。上部のハン

ダで固めた外縁には、拳大の円礫による列石が巡らされている。埋土は灰褐色粘質土（7．5YR5／2）

である。

出土遺物は皆無であったが、ハンダを伴うことから近世の土坑である。

②　溝

SDl（Fig．29）

Ⅵ－1区東部中層で検出された東西方向（N－980－E）の溝で、SD2に切られている。北半分

は調査区外であり、確認できた延長は16．3m、幅2．4m、検出面からの深さは42cmを測る。断面形は

逆台形を呈しており、埋土はI層：茶褐色粘質土、Ⅱ層：黄茶褐色粘質土、Ⅲ層：灰褐色砂層であ

る。

出土遺物は須恵器、土師器に弥生時代後期の細片が混入しており、石包丁（297）も出土してい

る。図示し得たのは土師器杯（298）、土師器羽釜（299・300）、須恵器壷（301）、須恵器嚢（302）
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である。SDlは古代の溝と考えられる。

SD2（Fig．29）

Ⅵ－1区東部中層で検出された南北方向（N－150－E）の溝で、SDl・SD5を切り、SD4に

切られている。確認延長は5．7m、幅1．3m、検出面からの深さは44cmを測る。断面形は逆台形を呈

しており、埋土はI層：黄灰色粘質土、Ⅱ層：黄灰褐色粘質土、Ⅲ層：黄灰色粘質土である。

出土遺物は弥生土器、須恵器、土師器、瓦器などが混在していた。図示し得たのは弥生後期の高

杯（303）、須恵器杯（304・306）、須恵器壷（305）、土師器皿（307）、瓦器鍋（308）である。307の

外面には籾圧痕が残っていた。SD2は古代に属すると考えられる。

SD4（Fig．29）

Ⅵ－1区東部中層で検出された東西方向（N－790－E）の溝で、SD2・SD8・SD9を切って

いる。確認延長は4．5m、幅1．1m、検出面からの深さは68cmを測る。底部は舟底状を呈している。

埋土はI層：暗灰色シル下層ないし砂層、Ⅱ層：淡灰褐色シル下層、Ⅲ層：茶灰色粘質土、Ⅳ層：

茶褐色粘質土である。

遺物は弥生時代後期土器、須恵器、土師器の細片が混在しているが、図示できるものはない。

SD4は古代の溝と思われる。

SD5（Fig．29）

Ⅵ－1区東部中層で検出された南北方向（N－430－E）の溝で、SD2に切られている。確認

延長は3．3m、幅1．2m、検出面からの深さは14cmを測る。断面形は緩やかな逆台形を呈し、埋土は

灰茶褐色粘質土である。

遺物は出土していない。SD5は古代の溝と思われる。

SD8（Fig．29）

Ⅵ－1区東部中層で検出された南北方向（N－320－E）の溝で、SD4に切られている。確認延

長は1．7m、幅80cm、検出面からの深さは26cmを測る。断面形は逆台形を呈し、埋土は灰茶色粘質

土である。

遺物は弥生後期土器、須恵器が少量出土しているが、図示できるものは無い。SD8は古代の溝

と思われる。

SD9（Fig．29）

Ⅵ－1区東部中層で検出された南北方向（N－320－E）の溝である。東側のプランは調査区外

のため、明らかにすることができなかった。確認できた延長は3．5m、幅72cm、深さ32cmを測る。

断面形は逆台形を呈し、埋土は茶灰色粘質土である。

遺物は出土していない。SD9は古代の溝と考えられる。

SDlO（Fig．29）

Ⅵ－2区東部上層で検出された東西方向（N－1060－E）の溝で、SKll・SD13を切っている。

確認延長は18．3m、幅66cm、検出面からの深さは29cmを測る。底部は舟底状を呈している。埋土は

褐灰色粘質土（7．5YR5／1）である。

遺物は須恵器、土師器が少量出土しているが、図示できるものは無い。SDlOは古代の溝と恩わ
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れる。

SDll（Fig．29）

Ⅵ－2区西部上層で検出された東西方向（N－660－W）の溝で、近世の土坑SK9に切られる。

確認延長は4．2m、幅45cm、深さ14cmを測る。断面形は逆台形を里し、埋土は褐灰色粘質土（7．5YR

5／1）である。

遺物は土師器の細片が少量出土している。そのうち図示し得たのは小棒（309・310）である。S

Dllは古代に属すると思われる。

SD15（Fig．29）

Ⅵ一2区東部上層で検出された南北方向（N－180－E）の溝で、SD14を切っている。確認延長

は6．9m、幅2．1m、深さは64cmを測る。底部は舟底状を呈しており、西側で段部を形成している。

埋土は褐灰色粘質土（7．5YR5／1）である。

遺物は須恵器、土師器、瓦器が出土しており、図示できたのは瓦器鍋（311・312）である。SD15

は古代の溝である。

SD17（Fig．29）

Ⅵ－3区東部で検出された南北方向（N－90－E）の溝で、古墳時代初頭の土坑SK13を切って

いる。確認延長は6．6m、幅1．3～2．2m、深さは87cmを測る。断面形は逆台形を呈し、埋土は灰褐色

粘質土（7．5YR5／2）である。

遺物は弥生後期土器、須恵器、土師器が出土しており、そのうち図示できたのは土師器杯（313

～317）、須恵器高杯（318）、須恵器壷（319）である。SD17は古代の港である。

調査風景
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2，Ⅶ【区の調査

（1）Ⅷ区の概要（Fig．30）

東西4．5m、南北43m、面積270rdのⅧ－1区と、東西41．5m、南北6m、面積230rdのⅧ－2区か

ら成る調査区である。Ⅷ－1区は平成8年度に、Ⅷ－2区は平成9年度に調査を実施した。標高は

Ⅷ－1区で20．3m前後、Ⅷ－2区で20．1m前後を測る。両区とも検出面は浅く、耕作土直下である。

検出遺構は土坑2基、溝6条、柱穴多数である。

（2）検出遺構と遺物

①　土　坑

SKl（Fig．30）

Ⅷ－2区中央部で検出された不整形な土坑で、径115cm、深さ21cmを測る。埋土は灰褐色粘質土

（7．5YR5／2）である。

遺物は近世染付、備前措鉢の細片が少量出土しているが、図示できるものはない。SKlは近世

の土坑である。

SK2（Fig．31）

Ⅷ－2区東部で検出された土坑でSD6を切る。不整形な楕円形を呈し、長軸4．2m、短軸2．3m、

深さ127cmを測る。埋土は灰褐色粘質土（7．5YR5／2）である。

遺物は石臼の破片が出土したが、図示し得なかった。SK2は近世の土坑である。

②　溝

SDl（Fig．31）

Ⅷ－1区中央部で検出された南北方向（N－560－E）の溝で、確認延長は7．2m、幅0．4～1．2m、

検出面からの深さは32cmを測る。断面形は逆台形を呈し、埋土は褐灰色粘質土である。

遺物は弥生後期の土器が出土しており、図示できたのは壷（320～325）、嚢（326～330）、鉢（331）、

高杯（332）、支脚（333）である。

SD2（Fig．31）

Ⅷ－1区北部で検出された東西方向（N－920－E）の溝で、確認延長は3．1m、幅0．8m、検出面

からの深さは21cmを測る。断面形は逆台形を呈し、埋土は褐灰色粘質土である。

遺物は弥生後期土器の細片が少量出土しているが、図示できるものはなかった。

SD3（Fig．31）

Ⅷ－1区中央部で検出された南北方向（N－270－E）の溝で、確認延長は2．7m、幅0．9m、検出

面からの深さは33cmを測る。断面形は逆台形を呈し、埋土は褐灰色粘質土である。

遣物は弥生後期土器の細片が少量出土しているが、図示できるものはなかった。

SD4（Fig．31）

Ⅷ－1区中央部で検出された南北方向（N－600－E）の溝で、確認延長は3．7m、幅0．9m、検出

面からの深さは21cmを測る。断面形は緩やかな逆台形を呈し、埋土は褐灰色粘質土である。
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遺物は弥生後期土器の細片が少量出土しているが、図示できるものはなかった。

SD5（Fig．31）

Ⅷ－2区西部で検出された東西方向（N－760－W）の溝で、確認延長は14．6m、幅2．4m、検出

面からの深さは68cmを測る。断面形は逆台形を呈し、埋土は褐灰色粘質土（7．5YR5／2）である。

遺物は近世染付、備前揺鉢の細片が少量出土しているが、図示できるものはなかった。

SD6（Fig．31）

Ⅷ－2区東部で検出された南北方向（N－440－E）の溝で、SK2に切られている。確認延長は

2．9m、幅0．6m、検出面からの深さは21cmを測る。断面形は逆台形を呈し、埋土は褐灰色粘質土（7．5

YR5／2）である。

遣物は弥生後期土器の細片が少量出土しているが、図示できるものはなかった。
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3．X区の調査

（1）Ⅹ区の概要（Fig．32）

I区の北側に隣接する調査区で、平成9年度に調査した。調査面積は2，320I藍標高は19．9m前後

である。現況の水田の畦畔を利用してⅩ－1～5区に区分した。Ⅹ－1区は南北22．5m、東西13．5

m、面積308niである。Ⅹ－2区は南北11m、東西13m、面積143rdである。Ⅹ－3区は南北40．5m、

東西13．5m、面積547崩である。Ⅹ－4区は南北26m、東西31m、面積806崩である。Ⅹ－5区は南

北18m、東西27．5m、面積495Idである。各区とも遺構検出面は浅く、耕作土直下である。

検出遺構は土坑45基、溝5条、柱穴多数で、いずれも近世の遺構である。

（2）検出遺構と遺物

Ⅹ区の遺構はいずれも近世のものであり、下記の表に示すとおりである。

遺 構 名 調 査 区 規　　 模 形 埋　　 土 出　 土　 品 備　　　 考

S K l Ⅹ － 1 径 70 cm 、 深 さ10 c m 円 形 B （ハ ン ダ を伴 う） な　 し

S K 2 ク 1 2 0 ×9 4 c m 、 深 さ 17 c m 方 形 B ノク

S K 3 ク 1 6 7 × 14 3 cm 、 深 さ 12 C皿 ク ク ク

S K 4 ク 径 88 cm 、 深 さ18 c m 円 形 ノシ 鉄 釘 、 青 磁 椀 、 灰 粕 碗 拳 大 の 礫 を 含 む

S K 5 ノク 10 6 ×7 4 c m 、 探 さ 8 c m 隅 丸 方 形 ノク な　 し

S K 6 ノク 径 80 c m 、 深 さ 18 c m 円 形 ク ク

S K 7 ク 径 13 8 c m、 深 さ 35 C皿 ク ク 平 瓦

S K 8 ク 3 8 2 × 13 0 cm 、 深 さ 55 cm 長 方 形 ク な　 し S K l O を切 る

S K 9 ク 3 4 0 × 10 2 cm 、 深 さ3 8 cm ク ク 染 付 皿 拳 大 の 礫 を 含 む

S K l O ノク 径 11 5 cm 、 深 さ 46 cm 隅 丸 方 形 ク な　 し

S K l l ク 1 0 5 ×9 2 c m 、 深 さ 58 c m 方 形 ク ノク S K 8 ・S K 9 を 切 る

S K 1 2 ノク 径 18 4 c m 、 深 さ 11 cm 円 形 ク 人 頭 大 の 礫 を 含 む

S K 1 3 ク 2 5 0 × 1 6 2 cm 、 深 さ 51 cm 隅 丸 長 方 形 ク ノク S K 1 4 を切 る

S K 1 4 ノク 一 辺 31 4 c m 、 深 さ 23 c m 隅 丸 方 形 A ク

S K 1 5 ノク 15 2 ×1 0 2 cm ク ク ノシ

S K 1 6 ノク 径 86 c m 、 深 さ21 c m 円 形 B ク

S K 1 7 ノク 11 2 × 1 0 0 cm 、 深 さ2 9 cm 方 形 ク 灰 寒由碗 拳 大 ～ 人 頭 大 の 礫 を含 む

S K 1 8 ク 2 1 0 × 1 6 4 cm 、 深 さ 54 cm 楕 円 形 B （ハ ン ダ を伴 う） 染 付 皿 ・椀 、 平 瓦 拳 大 の 礫 を 含 む

S K 1 9 ク 径 15 6 c m 、 深 さ 49 cm 円 形 B （ハ ン ダ を伴 う） 青 磁 碗 ・平 瓦 ノク

S K 2 0 ク 径 14 8 c m 、 深 さ4 0 cm ノク B （ハ ン ダ を伴 う） 染 付 皿 ・碗 、 灰 粕 椀 、 平 瓦 ノク

S K 2 1 ク 一 辺 26 0 c m 、 深 さ 49 c m 方 形 B 鉄 粕 瓶 ・平 瓦 人 頭 大 の 礫 を 含 む

S K 2 2 Ⅹ － 2 径 16 5 c m 、 深 さ 57 cm 円 形 A な　 し

S K 2 3 ク 径 21 0 c m 、 深 さ 26 cm ク ク ク S D 2 を切 る

S K 2 4 Ⅹ － 3 一 辺 96 cm 、 深 さ16 cm 方 形 A （ハ ン ダ を伴 う） ク 外 縁 に 人 頭 大 の 礫 に よ る 石 組

S K 2 5 ノク 径 10 2 c m 、 深 さ 20 c m 円 形 A （ハ ン ダ を伴 う） ク

S K 2 6 〃 1 1 4 ×7 4 c m 、 深 さ 8 c m 隅 丸 長 方 形 B ク

S K 2 7 ク 径 16 4 c m 、 深 さ 60 c m 円 形 B （ハ ン ダ を 伴 う ） 染 付 碗 S K 2 8 を切 る

S K 2 8 ク 径 17 6 c m 、 深 さ 66 c m ノク A （ハ ン ダ を伴 う） 染 付 碗 ・蓋 、 青 磁 碗

S K 2 9 ク 径 14 8 c m 、 深 さ 44 c m ク A （ハ ン ダ を伴 う） 染 付 碗 ・蓋 、 灰 粕 椀 、 鉄 粕 碗

S K 3 0 ク 径 16 6 c m 、 深 さ 43 c m ク B （ハ ン ダ を 伴 う ） 染 付 碗 、 備 前 捨 鉢

S K 3 1 ク 径 16 4 c m 、 深 さ 48 c m ク B （ハ ン ダ を 伴 う ） 平 瓦 S K 3 2 を切 る

S K 3 2 ク 2 5 4 × 1 8 4 c m、 深 さ 12 cm 方 形 A な　 し

S K 3 3 〃 2 1 2 ×8 2 c m 、 深 さ 18 c m 隅 丸 長 方 形 ク ノク S D 3 を切 る

S K 3 4 ク 3 8 0 × 2 3 3 c m、 深 さ4 3 cm 楕 円 形 ク 染 付 碗 、 平 瓦

S K 3 5 ク 径 64 cm 、 深 さ24 cm 円 形 B な　 し S K 3 6 を切 る

一S K 3 6 ク 径 15 1 c m 、 探 さ 38 c m ク ク ク S K 3 7 を切 る

S K 3 7 ク 径 93 cm 、 深 さ37 cm ノク ノク ク

S K 3 8 ク 径 15 3 c m 、 深 さ 38 c m 円 形 A （ハ ン ダ を伴 う） ノク 外 縁 に 拳 大 の 礫 に よ る 石 組

S K 3 9 ノク 径 8 4 cm 、 深 さ34 cm ク B ノク S K 4 0 を切 る

S K 4 0 ノク 16 4 × 1 2 2 c m 、 深 さ 25 C皿 方 形 A （ハ ン ダ を 伴 う） ク

S K 4 1 ク 1 2 8 ×7 2 cm 、 深 さ 8 c m ク A ノク

S K 4 2 ノク 12 2 ×8 7 cm 、 深 さ20 c m 楕 円 形 ク 染 付 碗 ・蓋 ・・徳 利 、 灰 粕 碗

S K 4 3 ク 1 5 7 ×6 4 cm 、 深 さ20 C皿 不 整 形 ク な　 し

遺 構 名 調 査 区 規　 模 （延 長 ×幅 ×深 さ） 断 面 形 埋　　 土 出　 土　 品 備　　　 考

S D l Ⅹ － 1 1 1．4 m x 3 0 ～ 1 7 5 cm × 1 2 cm 逆 台 形 B な　 し 拳 大 の 礫 を含 む

S D 2 Ⅹ － 2 4．3 m X 4 2 cm X 2 3 cm ク B 平 瓦

S D 3 Ⅹ － 3 2．5 m X 4 0 cm X 8 C皿 ク A な　 し

S D 4 ク 1 9．7 m X 7 4 c m X l O c m ク A ク 床 面 は鉄 分 を含 む

S D 5 Ⅹ － 5 7．9 m X 4 0～ 2 1 0 cm × 1 4 cm ノク B ク

埋土A：暗褐色粘質土（7．5YR3／4）

埋土B：灰褐色粘質土（7．5YR5／2）
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4．期区の調査

（1）刃区の概要（Fig．33）

全調査区中最西の調査区で、平成9年度に調査した。調査面積は1，12痛、標高は19．4m前後であ

る。現況の水田の畦畔を利用して刃－1、刃－2区に区分した○刃‥－1区は南北54．8m、東西51．4

m、面積466ITfである。XI－2区は南北54m、東西12・2m、面積658rdである。各区とも遺構検出面

は浅く、耕作土直下である。

検出遺構は土坑14基、溝1条、柱穴多数で、いずれも近世の遺構である。

（2）検出遺構と遺物

刃区の遺構はいずれも近世のものであり、下記の表に示すとおりである。

遺 構 名

S K l

調 査 区 規　　 模 形 埋　　 土 出　 土　 品 備　　 考

刃 － 1 径 2 2 5 c m 、 深 さ 6 1 cm 円 形 B 備 前 嚢 、 瓦 質 火 入

な　 しS K 2

S K 3

ク 1 6 0 × 7 0 c m 、 深 さ 4 4 cm 隅 丸 長 方 形 A

ク 2 4 5 × 1 2 0 c m 、 深 さ 5 0 cm ク B 備 前 措 鉢 、 鉄 釘

染 付 皿 、 備 前 嚢

な　 し

S K 4 ク 4 3 0 × 3 9 0 cm 、 深 さ 3 4 cm 楕 円 形 ク

S K 5

S K 6

S K 7

S K 8

S K 9

S K l O

S K l l

S K 1 2

S K 1 3

S K 1 4

S D l

ク 1 6 5 × 1 0 5 cm 、 深 さ 3 1 cm 隅 丸 方 形 ク

ク 径 2 1 0 c m 、 深 さ 1 0 cm

径 1 6 5 cm 、 深 さ 5 5 cm

円 形 ク ク

ク ク B （ハ ン ダ を 伴 う ） ク

刃 － 2 1 8 5 × 7 0 c m 、 深 さ 1 8 cm

径 9 5 cm 、 深 さ 1 4 c m

径 1 5 5 cm 、 深 さ 5 0 c m

径 1 7 0 cm 、 深 さ 5 3 cm

径 1 9 0 c m 、 深 さ 5 7 cm

径 1 6 5 、 深 さ 2 9 cm

径 1 8 5 cm 、 深 さ 8 5 cm

不 整 形 B ク

ク 円 形 ク ク

ク ク ク ク

ク ク ク ク

ク ク ク ク

ク ク ク ク

ク ク ク ク

刃 － 1 4 1 0 × 1 4 0 c m 、 深 さ 4 9 cm 断 面 一 道 台 形 ク 青 磁 碗 、 染 付 急 須

埋土A：暗褐色粘質土（7．5YR3／4）
埋土B：灰褐色粘質土（7．5YR5／2）
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Fig．33　刃区検出遺構全体図
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第Ⅳ章　考　察

弥生時代から古墳時代初頭の岩村遺跡群

（1）はじめに

今次報告のⅥ区からは弥生～古墳時代初頭の遺構・遺物が数多く出土した。竪穴住居3棟を検出

したⅡ区とⅥ区は現農道を1本隔てた所に位置し、両調査区は一体の集落を形成していたと思われ

る。ここではそれらの成果から、弥生～古墳時代初頭にかけての集落としての岩村遺跡群について

検討してみたい。

（2）弥生時代前期末

岩村遺跡群で確認された最古の遺構は、Ⅵ－1区のSK5で弥生時代前期後葉のことであり、縄

文時代以前に遡る遺構・遺物は全く出土していない。高知平野における弥生前期の土器編年は4小

期に区分することができ（1）、少量ながらSK5・6から出土している遺物は前期末葉の4期に該当

するといえよう。同様の遺構は田村遺跡群でも数例確認されており（2）、貯蔵穴としての性格が考え

られる。SK6は床一面に多量の炭化物と焼土を伴っており、貯蔵穴を覆っていた屋根状のものが

焼け落ちたものと思われる。

高知平野では前期初頭に田村遺跡群が出現し、以後拠点的母村集落として発展していく一方、周

辺部への展開は全く見られない。前期末葉に至り、田村遺跡群の1周辺部はもとより、物部川をは

じめ中小河川流域にまで集落遺跡の分布が見られはじめるようになる（3）。岩村遺跡群は土坑2基の

みの出土であり、現時点でこの時期に集落が営まれたとすることはできないが、このような一連の

動向の中で出現した遺跡として捉えることができる。

（3）弥生時代後期～古墳時代初頭

岩村遺跡群では弥生時代中期の遺構は全く認められなかったが、Ⅱ区の包含層より中期前～中葉

の壷・嚢が出土している（4）。後期に至ると俄に竪穴住居を伴う集落が形成される。竪穴住居はⅡ区

で3棟、Ⅵ区で10棟確認され、いずれも弥生時代後期から古墳時代初頭に属しており、この時期を

岩村遺跡群の盛況期とすることができる。

出土した土器により竪穴住居の変遷を検討してみると、先ず後期前半にⅡ区でST2が出現し、

後期中葉にⅥ区のST3、後期終末にⅡ区のST3、Ⅵ区のSTl・2・4～8・10が営まれ、古墳時

代初頭にII区のSTl、Ⅵ区のST9が営まれる。高知平野の弥生後期土器編年は、長頸壷・叩き成

形の出現、内面へラ削りの残存、「土佐型嚢」の消滅などの特徴を示す前半と、叩き成形が顕在化

し、嚢と小型の鉢が盛行する後半に大別される。前半は更に4つの小期に、後半は3つの小期に細

分することができる（5）。後期前半とした竪穴住居より出土した土器は2期に、後期中葉は3期に、

終末は6・7期に該当させることができる。古墳時代初頭は、出原恵三氏の編年の古式土師器I期（6）

に属する。これを器種ごとの組成割合で見ると、嚢が全体の半数近く（47．6％）を占め、次いで壷

（22．5％）、鉢（21．7％）となり、高杯と支脚は合わせても1割に満たない。これは後期になると壷

は減少の一途を辿り（2－3割）、嚢と鉢が大半を占める高知平野の一般的な動向に当てはまる。

なお、Ⅵ区の点数については実測し得たもののみを計数しており、細片を含めると、棄・鉢の割合
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は更に高まるといえる。

高知平野の弥生集落は、前期初頭から後期に至るまで拠点集落として栄えていた田村遺跡群と、

その周辺部に比較的短時間、そして断続的に営まれる分村的集落をもって常に理解される。田村遺

跡群は昭和55～58年の調査と、現在調査中のものを合わせた竪穴住居の数は390棟余りが検出され

ている（7）。集落は前期の環濠集落から数度の移動を繰り返しながら、中期後半から後期中葉にかけ

てピークを迎え、後期後葉になると急速に衰退し、古墳時代を待たずに廃絶されている。一方で、

周辺部の中小集落は後期中葉から終末にかけて成立し、高知平野一帯に爆発的に展開し、古墳時代

初頭まで営まれる。出原氏はこれらの集落を「短期膨張衰退型」として詳しく検討し、それに二つ

のパターンを兄い出している（8）。すなわち、一つは後期終末から古墳時代初頭（古式土師器I期）

まで営まれ、比較的水辺から離れた所に立地するのに対し、もう一つは後期中葉から成立して継続

時期がやや長く（古式土師器Ⅱ期あるいはそれ以降）、水運に密接な立地状況を示し、複数地域か

らの搬入土器を伴うものとしている。前者の類例はひびのき遺跡（。）、ひびのきサウジ遺跡（．。）、林田

遺跡（1．）、金地遺跡（．2）、栄工田遺跡（13）が挙げられ、後者の類例は拝原遺跡（．。）、深淵遺跡（．5）、五軒屋敷

遺跡（1。）、下ノ坪遺跡（17）、小龍遺跡（18）などが挙げられる。岩村遺跡群は古式土師器I期段階までしか

継続していないものの、他の条件は満たしており、後者に属しているといえよう。特にⅥ区出土の

壷棺は大型であり、讃岐からの搬入には水運が不可欠だったであろう。弥生時代の遺構が集中した

Ⅱ・Ⅵ区は、周囲より1－1．5mほど高い旧物部川による自然堤防上に立地しており、物資の搬出

入、日常生活における水資源の確保の容易さに加え、水害を避ける上でも好適地であったといえる。

時　　 代 壷 （％ ） 嚢 （％ ） 鉢 （％ ） 高杯 （％） 支脚 （％） 点 数　 計

Ⅱ区 S T l 古 墳 時代初 頭 11 （23 ．9 ） 14 （3 0．4 ） 17 （3 7．0 ） 4 （8 ．7 ） 0 46

S T 2 弥 生時代 後期 前 半 10 （1 6．4 ） 4 1 （6 7．2 ） 7 （11．5） 3 （4 ．9 ） 0 6 1

S T 3 弥 生時代 後期 終 末 1 （4．8） 18 （8 5．7） 2 （9．5） 0 0 2 1

Ⅵ 区S T l ク 0 2 （5 0．0 ） 2 （5 0．0 ） 0 0 4

S T 2 ク 2 （18．2 ） 7 （6 3．6） 2 （18．2 ） 0 0 11

S T 3 弥 生 時代後 期 中葉 5 （2 0．0） 13 （52．0） 5 （2 0．0） 2 （8 ．0 ） 0 2 5

S T 4 弥 生 時代後 期終 末 4 （2 3．5） 8 （4 7．1） 4 （2 3．5） 1 （5．9） 0 17

S T 5 ク 17 （30．4 ） 24 （4 2．9） 12 （21．4） 0 ・3 （5．4 ） 56

S T 6 ク 3 （25．0） 6 （50．0） 1 （8．3） 2 （16．7） 0 12

S T 7 ク 23 （39．0） 2 1 （35．6） 8 （13．6） 3 （5．1） 4 （6．8） 59

S T 8 ク 5 （15．2） 16 （48．5） 10 （30．3） 0 2 （6．1） 33

S T 9 古 墳 時代初 頭 2 （10．5） 4 （21．1） 6 （31．6） 3 （15．8） 4 （21ユ） 19

S T lO 弥生 時代 後期 終末 1 （10．0） 4 （40．0） 5 （50．0） 0 0 10

計 84 （22．5） 17 8 （47 ．6 ） 8 1 （2 1．7） 18 （4．8） 13 （3．5） 374

竪穴住居別土器組成表
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F ig．

NG
挿図番号 出土地点 器　 種

法量 （cm）
特　　　　　　　　 徴 備　　 考

口径 器高 胴径 底径

8 1
Ⅵ － 1 区

ST l
嚢 12．6 （14．6） 14．8°

チ ャー トの租粒砂 を含む。橙色。外 面叩 き。内面パ

ケ、指頭圧痕 あ り。外面煤 ける。

ク 2 ノク ノク 12．2 （6．3） 11．8
チ ャー ト ・石 英の租粒砂 を含 む。にぷい橙色。外面

粗 い縦 パケ。内面租いパ ケ調整 。

ノク 3 ク 鉢 17．1 5．9 4．8
チャー トの租 粒砂 ・小礫 を含 む。にぷい橙色。 内面

パ ケ、指頭 庄痕あ り。外面 に大 きな黒斑あ り。

ク 4 ク ク 11．0 5．8 1．0
チャー ト・石英の租粧砂 を少量含 む。浅黄橙色。外

面縦 へラ磨 き。内面指 ナデ。

ク 5 ノシ 叩石
全長

8．3

全幅

7．8

全厚

5．1

重量

464 g
使用痕 1 両。 砂 岩製

ク 6 ク 打製石包丁
全長

4．2

全幅

6．7

全厚

0．7

重量

30 g
両端 に決 りあ り。 千枚 岩製

9 7
Ⅵ － 1 区

ST 2
・＝ヒ宝E 写1・2 （3．6）

チ ャー トの租 粒砂 を含 む。橙色 。内 ・外面の器表 の

荒 れが激 しい。口縁端部 凹状 を呈 す。

ク 8 ク ク 15．0 （3．5）

チ ャー ト・石英の租粒砂 を含 む。浅黄橙色。内 ・外

面 の器 表の荒れが激 しい。 口唇 部に 1 条の沈線 を施

す。

ク 9 ク 嚢 14．1 （6．1）
チ ャー ト ・赤色風化礫の細 ・租粒砂 を含 む。淡橙色。

外面胴 上部に叩 きあ り。 口縁 部叩 き出 し。

ノク lO ク ノク 14．0 （7．1）

チャー ト ・赤色風化礫他の租 ・細粒砂 を含 む。橙色。

外面水 平方向叩 き＋ナ デ。胴 部上半 ・頚部内面 に粘

土紐 に よる接合痕 を認 める。

ク 11 ク ク 14．0 （4．2）
チャー トの租粒砂 を含 む。橙色 。内 ・外面煤 ける。

頚部外 面叩 き。頚部 内面横 ナデ。

ク 12 ク ク 14．0 （8．1）
チャー ト・赤色風化礫 の細 ・租 粒砂 を含 む。橙色 。

頚 部断面 に接合痕 あ り。胴 部外 面水平方向叩 き。

ノク 13 ク ク （2．9） 6．2
チ ャー トの租粒砂 を含 む。内 ・外面器表 の荒 れが激

しい。胴部下半外面縦パケ。底 部はわず かに上 げ底。

ク 14 ノク ク （6．0）
チ ャー ト・赤色風化礫 の租粒砂 を含む。橙色。 内 ・

外 面器表の荒れが激 しい。内面パケ調整。

ク 15 ク ク 16．4 25．0 22．1 1．5

チャートの租 ・細粒砂を含む。橙色。外面叩き後に縦方向パケ

調整。頚部内外面横ナデ調整。頚部内外面、底部内面に指頭圧

痕あり。頚部に稜線、頚部内面に粘土紐による接合痕が顕著。

ク 16 ク 手控 ね 4．1 5．6 2．4

チ ャー トの租 ・細粒砂 を多 く含む。橙色。 内 ・外 面

の器表の荒れが激 しい。外 面に黒斑あ り。胴上 部内

面に指頭庄痕 あ り。

ク 17 ク 鉢 13．4 （6．2）
チ ャー トの細粒砂 を含 む。暗赤褐色。 内 ・外面 パケ

調整。

ノク 18 ノク ク 13．0 4．6 3．9
チ ャー ト ・石英 の細粒砂 を含む。橙色。 内 ・外 面の

器表の荒れが激 しい。胴部外面 に黒斑 あ り。

ク 19 ク
石器

砥石

全長

21．5

全幅

10．0

全 厚

3．9

重量

1005g
使用痕 1 面。 砂岩

ク 20 ク
石器

磨製石斧

全長

（12．5）

全幅

（3．2）

全厚

（5．4）

重量

310 g
緑色片 岩

11 21
Ⅵ－ 2 区

－＝ヒ 11．6 （3．0）
チ ャー ト ・石 英の細粒砂 を含 む。 にぷい褐色。外面

ST 3 宣E パ ケ調整 。

ノク 22 ク ノク （8．0） 10．4 1．7
チ ャー ト ・石英の租粧砂 を少量含 む。外 面パケ、へ

ラ磨 き。 内面パケ調整。下胴部 に黒 斑あ り。

ク 23 ク ク （18．5） 18．8 4．6
チ ャー トの租粒 砂 を少量含 む。橙色 。内 ・外面パケ

調整。下胴 部に黒斑あ り。

ク 24 ク ク （14．9） 16．5 3．5

チ ャー ト ・石 英の柵 ・租粒砂 を含 む。灰 白色。内 ・

外面パ ケ。内面指頭庄痕顕著。下胴 部に大 きな黒斑

あ り。
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F ig ．

N G
挿 図 番 号 出 土 地 点 器　 種

法 量 （cm ）
特　　　　　　　　 徴 備　　 考

口 径 器 高 胴 径 底 径

11 25
Ⅵ － 2 区

S T 3
賓 （13 ．4 ） 6．0

チ ャ ー トの小 磯 を 少 量 含 む 。 橙 色 。 外 面 パ ケ 、 内 面

指 ナ デ。

ク 26 ク ク 1 5．4 （3．0）
チ ャ ー ト ・石 英 の租 粒 砂 を含 む。 褐 灰 色 。 内 面 ナ デ

調 整 。

ク 27 ク ク 1 4．0 （3．9）
チ ャ ー ト ・雲 母 の 細 ・租 粒 砂 を含 む 。 に ぷ い 橙 色 。

内 ・外 面 の 器 表 の 荒 れ が 激 しい。

ノク 28 ク ク 15．4 2 0．5 14 ．1 4 ．1
チ ャ ー トの 租 粒 砂 をわ ず か に含 む 。橙 色 。 外 面 パ ケ 。

内面 指 ナ デ 。 平 底 。

ク 29 ク ノク 10．3 （4．2）
砂 粒 を ほ とん ど含 ま な い。 橙 色 。 外 面 パ ケ 、 内面 ナ

デ調 整 。

ク 30 ク ク 10．8 11．9 1 2．4
チ ャー トの租 粒 砂 を少 量含 む。灰 褐 色 。外 面 横 ナ デ ・

叩 き調 整 。 内 面 縦 方 向 の ナ デ 。

ノク 3 1 ク ク （13．7） 4．6
チ ャー トの 小 礫 を含 む 。橙 色 。 内 面 下 か ら上 へ の へ

ラ 削 り。 外 面 縦 方 向 のパ ケ 。 外 面 に黒 斑 あ り。

ク 3 2 ク ク　・ （3．3） 5．6
チ ャー トの 小 礫 を含 む 。灰 褐 色 。 内 ・外 面 の器 表 の

荒 れ が 激 しい 。

ク 3 3 ク ク （3．1） 5．2
チ ャー トの 小 礫 を含 む 。 明褐 灰 色 。 内 ・外 面 調 整 不

明 。

ク 34 ク ノク （3．6） 6．4
チ ャー ト ・石 英 ・雲 母 の柵 ・租 粒 砂 を含 む。 に ぷ い

橙 色 。 内 ・外 面 の器 表 の 荒 れ が 激 しい 。

ク 3 5 ク ク （2．8） 5．0 チ ャー トの 小 礫 を含 む 。褐 灰 色 。 外 面 パ ケ調 整 。

ク 3 6 ク ク （3．4） 4．2
チ ャー ト ・石 英 の租 粒 砂 、 雲 母 の 細 粒 砂 を含 む 。 に

ぷ い 赤 褐 色 。 内 ・外 面 の 器 表 の 荒 れ が 激 し い 。

ク 3 7 ク ク （3．7） 4．3
チ ャー ト ・石 英 の租 粒 砂 を多 く含 む。 赤 褐 色 。 内 ・

外 面 の 器 表 の 荒 れ が 激 しい 。

ク 3 8 ク ク （3．5） 6．6
チ ャー ト ・石 英 の租 粧 砂 を含 む 。 にぷ い橙 色 。 内 ・

外 面 の 器 表 の 荒 れ が 激 しい 。 外 面 に黒 斑 あ り。

ク 3 9 ノク 鉢 1 5．1 6．5 3 ．7
砂 粒 をほ とん ど含 ま な い。 橙 色 。 内 ・外 面パ ケ調 整 。

平 底 。

ク 4 0 ク ク 12 ．1 7．1 3 ．1
チ ャー トの細 粒 砂 を 少 量 含 む 。 橙 色 。 内 ・外 面 パ ケ

調 整 。

ク 4 1 ク ク 10 ．4 4 ．3 2 ．6
チ ャー トの租 粒 砂 を 少 量 含 む 。 にぷ い橙 色 。 内 面横

方 向 の パ ケ ・ナ デ調 整 。外 面 ナ デ 調 整 。 平 底 。

ノク 4 2 ク ク 10 ．8 （4．2）
チ ャー トゐ柵 ・租 粒 砂 を 少 量 含 む 。 褐 灰 色 。 外 面 ナ

デ 。 内 面 へ ラ磨 き、 パ ケ 。

ク 4 3 ク ク 15 ．6 （4．1）
砂 粒 を ほ と ん ど含 ま な い 。橙 色 。 内 ・外 面 の器 表 の

荒 れ が 激 し い。 口唇 部 面取 り。

ノク 4 4 ク 高 杯 16 ．5 13 ．7 14．6

砂 粒 を ほ と ん ど含 ま な い 。 橙 色 。 口緑 部 外 面 ナ デ 。

脚 部 外 面 丁 寧 な ヘ ラ磨 き。 脚 部 内 面 パ ケ。 脚 裾 部 四

方 に穿 孔 。 杯 部 に黒 斑 あ り。

ク 4 5 ク ク 1 9．4 13 ．4 17．5
チ ャー ト ・石 英 ・雲 母 の 細 ・租 粒 砂 を含 む 。橙 色 。

脚 部 外 面 に丁 寧 な ヘ ラ 磨 き。 脚 部 内面 パ ケ 。

12 4 6
Ⅵ － 2 区

S T 4
士
宝E 18 ．8 （1．9）

チ ャ ー ト ・石 英 の租 粒 砂 を含 む 。 橙 色 。 内 ・外 面 調

整 不 明。 口唇 部 面 取 り。

ノク 4 7 ク ク （2．2） 4．1
チ ャ ー ト ・石 英 の 細 ・租 粒 砂 を少 量 含 む 。 に ぷ い 橙

色 。 内 ・外 面 の 器 表 の 荒 れ が 激 しい。

ク 48 ク ク （3．8） 4．1
チ ャー ト ・石 英 の租 粒 砂 、小 礫 を含 む。 に ぷ い 橙色 。

内 ・外 面 の 器 表 の 荒 れ が 激 し い。
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F ig ．

N G
挿 図 番 号 出 土 地 点 器　 種

法 量 （cm ）

特　　　　　　　　 徴 備　　 考
口径 器 高 胴 径 底 径

12 49
Ⅵ － 2 区

S T 4
＝土ご宝E （5．5） 10 ．0

チ ャ ー トの 租 粒 砂 を含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 内 ・外 面 の

器 表 の 荒 れ が 激 し い。

ク 50 ク 嚢 11．7 2 2．8 1 8．0 3．0

チ ャー トの 細 ・租 粒 砂 を少 量 含 む 。 にぷ い橙 色 。 外

面 口緑 部 ～ 下 胴 位 叩 き、 底 部 パ ケ 。 内 面 上 胴 位 ～ 中

胴 位 パ ケ 、 底 部 に指 頭 庄 痕 あ り。

ク 5 1 ク ク 11 ．0 16．1 13．3
チ ャー トの 租 粒 砂 を含 む 。橙 色 。 外 面 叩 き。 内 面 口

緑 部 ・底 部 パ ケ。 胴 部 は 強 い 指 ナ デ 。

ク 52 ノク ク 11 ．0 9 ．1 3．5
チ ヤJ トの 租 粒 砂 を わ ず か に 含 む 。 橙 色 。 内 ・外 面

ナ デ 調 整 。 平 底 。

ク 53 ク ク 15 ．0 （2．5）
チ ャー トの 租 粧 砂 を含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 内 ・外 面 ナ

デ 調 整 。 口唇 部 面 取 り。

ク 54 ク ク 15．5 （4．2）
チ ャー ト ・石 英 の租 粒 砂 を 含 む 。 橙 色 。 内 ・外 面 ナ

デ 調 整 。

ノク 5 5 ク ク （5．0） 3．4
チ ャー トの 租 粒 砂 を含 む 。橙 色 。 外 面 粗 いパ ケ 。 内

面 指 頭 庄 痕 顕 著 。

ノク 5 6 ク ク （3．5） 6．1
チ ャー トの 租 粒 砂 を多 く含 む 。 橙 色 。 内 ・外 面 の 器

表 の 荒 れ が 激 し い。

ク 5 7 ク ク （4．1） 8．4
チ ャー ト ・石 英 の小 礫 を含 む 。 にぷ い橙 色 。 内 ・外

面 の 器 表 の 荒 れ が 激 しい 。

ク 5 8 ク 鉢 9．5 3 ．2
チ ャ ー ト ・石 英 の柵 ・租 粒 砂 を含 む 。浅 黄 橙色 。 内 ・

外 面 の 器 表 の荒 れ が激 しい 。

ク 5 9 ク ク 10 ．9 6 ．9 3．1
チ ャー ト ・石 英 の租 粧 砂 を 少 量 含 む。 に ぷ い橙 色 。

内 面 パ ケ 、 ナ デ調 整 。

ク 6 0 ク ク 18 ．9 （3．5）
チ ャー トの柵 ・租 粒 砂 を少 量 含 む 。 浅 黄 橙 色 。 内 ・

外 面 調 整 不 明。

ク 6 1 ク ク 1 1．0 （4．3）
チ ャー ト ・赤 色 風 化 礫 の 細 ・租 粒 砂 を含 む 。 内 ・外

面 の 器 表 の荒 れ が 激 しい 。 黒 斑 あ り。

ク 6 2 ク 高 杯 20 ．8 （3．2）
チ ャー ト ・石 英 ・赤色 風 化 礫 の 細 ・租 粒 砂 を 含 む 。

浅 黄 橙 色 。

ク 6 3 ク 打製石包丁
全 長

9．6

全 幅

4．5

全 厚

1」3

重 量

・7 6 g

両 端 挟 りあ り。 千 枚 岩 製

1 3 64
Ⅵ － 2 区

S T 5
＝土ご宝E 2 2．4 （1．3）

チ ャー トの租 粒 砂 を わ ず か に含 む。 褐 灰 色 。外 面 ナ

デ 、 パ ケ。 口唇 部 に 列 点 紋 あ り。

ノク 65 ク ク 1 4．6 （1．5）
チ ャ ー トの租 粒 砂 を 含 む 。 灰 白色 。 内 ・外 面 の 器 表

の 荒 れ が 激 しい 。

ク 66 ク ク 16．4 （4．0）
チ ャ ー トの租 粒 砂 を含 む 。 褐 灰 色 。 外 面 ナ デ 、 内 面

パ ケ。 口唇 部 に 刺 突 放 を施 す 。

ク 67 ク ク （8．7） 1 1．8
砂 粒 は ほ とん ど含 ま な い。 に ぷ い 黄橙 色 。 内 ・外 面

パ ケ調 整 。 内 面 に指 頭 庄 痕 あ り。底 部 に 黒 斑 あ り。

ク 68 ク ク 17．4 2 8．2 2 3．6

チ ャ ー ト ・赤 色 風 化 礫 の租 粒 砂 を含 む。 にぷ い 橙 色 。

外 面 は 叩 き をほ とん ど ナ デ消 す 、 中 位 は パ ケ 。 内面

はパ ケ 、 ナ デ 、 指 頭 庄 痕 顕 著 。

ク 6 9 ク ク 17．9 30．4 2 6．3

チャートの小礫を少量含む。にぷい橙色。外面は酎 障 丁寧なパケ。中

位にヘラ磨き、下位に叩き。内面は頸吾瞳 へラ磨き、他はパケ調整、指

頭庄痕顕著。口唇部にヘラ措沈線による加飾あり。下胴部に黒斑あり。

ク 70 ノク ク （2．0） 3．2 チ ャー トの 租 粒 砂 を含 む。 橙 色 。 外 面 叩 き。

ク 7 1 ク ク （2．0） 3．6
チ ャ ー ト ・石 英 の 租 粒 砂 を含 む 。 橙 色 。 外 面 パ ケ。

底 部 に 黒 斑 あ り。

ク 72 ク ク （1．6） 3．0
チ ャ ー ト ・石 英 の 租 粒 砂 を含 む 。橙 色 。 底 部 に黒 斑

あ り。
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遺物観察表　4

F ig ．

N G
挿 図番 号 出土 地 点 器　 種

法 量 （cm ）
特　　　　　　　　 徴 備　　 考

口径 器 高 胴 径 底 径

13 73
Ⅵ － 2 区

S T 5
・＝ヒ当互 （1．9） 5．0

チ ャ ー トの 小 礫 ・租 粒 砂 を含 む 。 橙 色 。 内 ・外 面 の

器 表 の 荒 れ が 激 し い。

ク 74 ク ク （2 ．6 ） 7．9
チ ャ ー ト ・石 英 の 小 礫 ・租 粧 砂 を含 む 。 橙 色 。 内 ・

外 面 の 器 表 の 荒 れ が 激 しい 。

ク 7 5 ク ノク （2 ．9 ） ′4．0
チ ャー トの 小 礫 を含 む。 褐 灰 色 。 外 面 叩 き。 内面 放

射 状 の パ ケ 。 底 部 に黒 斑 あ り。

ク 7 6 ク ノク （2 ．4 ） 4．6
チ ャー トの 租 粒 砂 を含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 外 面 パ ケ 。

底 部 に黒 斑 あ り。

ク 7 7 ク ク （3 ．3 ） 4 ．0
チ ャー ト ・石 英 の小 礫 を 含 む 。 橙 色 。 外 面 叩 き。 内

面 パ ケ 調 整 。 底 部 に 黒 斑 あ り。

ク 7 8 ク ク （3．5 ） 2 ．4
チ ャー トの租 粒 砂 を含 む 。 褐 灰 色 。 外 面 叩 き、 内 面

パ ケ 。 わず か に 平 底 。

ク 79 ク ク （3．1） 5．2
砂 粒 は ほ とん ど含 まな い 。 にぷ い橙 色 。 内 面 パ ケ 調

整 。

ク 80 ノク ク （2．1） 8 ．3
チ ャ ー トの小 礫 ・租 粒 砂 を含 む。 に ぷ い橙 色 。 外 面

叩 き、 パ ケ 。

14 81 ク 嚢 1 7．2 （2．0） チ ャー ト ・石 英 の租 粒 砂 を含 む。 内 ・外 面 ナ デ 調 整 。

ク 82 ク ク 14 ．0 （3．4 ）
チ ャ ー トの租 粒 砂 を少 量 含 む。 灰 褐 色 。外 面 叩 き。

内面 ナ デ。

ク 83 ク ク 1 7．2 （2．7）
チ ャ ー トの租 粒 砂 を含 む 。 にぷ い橙 色 。外 面 叩 き。

内面 パ ケ 。 内 ・外 面 煤 け る。

ク 84 ク ク 14．8 ‘（8．6）
チ ャ ー トの租 粒 砂 を少 量 含 む。 浅 黄 橙 色 。 外 面 叩 き

＋パ ケ 。

ク 8 5 ク ク 15．4 （5．5）
チ ャ ー ト ・石 英 の 租 粒 砂 を わ ず か に含 む。 浅 黄 橙 色 。

外 面 叩 き。 内 面 ナ デ。

ク 86 ノク ク 16．1 （4．2）
砂 粒 を ほ とん ど含 ま な い。 橙 色 。外 面 叩 き。 外 面 煤

け る 。

ク 87 ク ク 13．8 （3．8）
チ ャ ー トの 細 ・租 粒 砂 を含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 外 面 叩

き。 内 面．パ ケ 。

ク 88 ク ク 15．0 （1 5．3） 1 8．1
チ ャ ー トの 租 粒 砂 を少 量 含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 外 面 叩

き。 内 面 パ ケ ＋ナ デ。 外 面 煤 け る 。

ク 8 9 ク ク 12．8 （1 5．3） 1 4．8
砂 粒 を ほ とん ど含 ま な い。 に ぷ い橙 色 。 口 緑 部 内 ・

外 面 パ ケ 調 整 。 胴 部 外 面 叩 き、 内 面 指 ナ デ 。

ク 90 ノク ク 13．6 （9．2） 1 3．0
チ ャ ー ト ・石 英 の 租 粒 砂 を含 む 。橙 色 。 外 面 胴 部 は

叩 き、 頚 部 は パ ケ 。 内 面 はパ ケ 。

ク 9 1 ク ク ．10．7 1 2．2 1 0．9 1．4
チ ャ ー トの 小 礫 を わず か に含 む 。褐 灰 色 。 外 面 叩 き

＋パ ケ、 煤 け る。 内 面 指頭 庄 痕 あ り。 わ ず か に 平 底 。

ク 92 ノク ノク （2．6） 3．2 チ ャ ー トの 租 粒 砂 を含 む。 橙 色 。外 面 叩 き。

ノク 9 3 ク ク （2 ．7 ） 2．8
チ ャー ト ・石 英 の 小 礫 ・租 粒 砂 を含 む 。 橙 色 。 外 面

叩 き。

ク 9 4 ク ク （3 ．0 ） 5．7
チ ャー ト ・石 英 の細 粒 砂 を多 く含 む 。 褐 灰 色 。 外 面

叩 き。

ク 9 5 ノク ク （4 ．0 ） 5．2
チ ャー ト ・石 英 の細 ・租 粒 砂 を含 む 。 浅 黄 橙 色 。 外

面 パ ケ 。 外 面 煤 け る 。

ク 9 6 ク ク 12 ．0 25 ．9 17．3 3 ．6
チ ャー トの租 粒 砂 を少 量 含 む 。 にぷ い橙 色 。 外 面 叩

き。 内 面 はパ ケ 、 指頭 庄 痕 顕 著 。 外 面 煤 け る。
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遺物観察表　5

F ig．

N G
挿 図 番 号 出土 地 点 器　 種

法 量 （cm ）
特　　　　　　　　 徴 備　　 考

口径 器 高 胴 径 底 径

14 97
Ⅵ － 2 区

S T 5
嚢 14．5 2 5．1 1 7．7 4．0

チ ャ ー ト ・石 英 の 租 粒 砂 を少 量 含 む 。 灰 褐 色 。 外 面

叩 き ＋ナ デ 。 内 面 パ ケ ＋ナ デ 。 わ ず か に平 底 。

ク 98 ク ク （4．6） 6．8
チ ャ ー トの 租 粒 砂 を含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 外 面 パ ケ調

整 。 内 ・外 面 煤 け る。

ク 99 ク ク （5．9） 5．4
チ ャ ー ト ・石 英 ・赤 色 風 化 礫 の 柵 ・租 粒 砂 を含 む 。

に ぷ い 橙 色 。 外 面 叩 き ＋パ ケ 。 底 部 に黒 斑 あ り。

ク 1 00 ク ク （9．2） 6．2
チ ャ ー ト ・赤 色 風 化 礫 の細 ・租 粒 砂 を少 量 含 む。 外

面 叩 き。

ク 1 01 ノク ク （4・？） 4．7
チ ャ ー トの 租 粒 砂 を含 む 。 浅 黄橙 色 。 外 面 叩 き ＋パ

ケ 。 内 面 パ ケ 。

ク 10 2 ク ク （6．4） 3．8
チ ャ ー トの租 粒 砂 を含 む。 に ぷ い 橙 色 。 外 面 叩 き を

ナ デ消 す 。

ク 10 3 ク ノク （4．0） 3．5
チ ャ ー トの租 粒 砂 を少 量 含 む。 褐 灰 色 。 外 面 叩 き。

内面 パ ケ 。底 部 煤 け る。

ク 10 4 ク ク （3．7）
チ ャー トの 小 礫 ・租 粒 砂 を含 む 。褐 灰 色 。 外 面 叩 き、

の ちパ ケ 。 内 面 指 ナ デ 。

15 10 5 ク 嚢 蓋 （4．4 ）
チ ャ ー ト ・石 英 の 租 粧 砂 、 小 礫 を含 む 。 橙 色 。 外 面

パ ケ。 内 面 指 頭 庄 痕 あ り。

ク 10 6 ク 鉢 1 7．0 （3．2）
砂 粒 を ほ とん ど含 ま ない 。 にぷ い橙 色 。 内 ・外 面 の

器 表 の荒 れ が 激 しい 。

ノク 10 7 ク ク 1 6．9 （3．2）
チ ャ ー トの租 粒 砂 を含 む 。 にぷ い橙 色 。 外 面 叩 き を

ナ デ消 す 。・内 面 パ ケ 調 整 。

ク 10 8 ク ク 1 5．8 （2．7）
チ ャ ー ト ・石 英 の 細 ・租 粒 砂 を含 む 。 浅 黄 橙 色 。 外

面 叩 き を ナ デ 消 す 。 内 面 パ ケ。

ク 10 9 ノク ク 1 2．6 5．1 3．6
チ ャ ー ト ・石 英 の 租 粒 砂 を含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 内 ・

外 面 の器 表 の 荒 れ が 激 し い。

ク 1 10 ク ク 1 9．5 （6．0）
チ ャ ー トの租 粒 砂 を含 む 。 明褐 灰 色 。外 面 叩 き をナ

デ消 す 。 内 面 パ ケ 調 整 。

ク 1 11 ノク ノク 1 7．0 （4．8）
チ ャ ー トの租 粒 砂 を少 量 含 む。 橙 色 。外 面 叩 き をナ

デ 消 す 。 内面 パ ケ 。

ク 1 12 ク ク 1 2．6 7．4 0 ．8 石 英 の租 粒 砂 を 含 む 。 橙 色 。 外 面 叩 き。

ノク 1 13 ク ク 1 3．2 7．5 2 ．0
チ ャ ー トの租 粒 砂 を少 量 含 む。 灰 褐 色 。 外 面 叩 き を

ナ デ消 す 。 平 底 。

ク 1 14 ク ク 1 5．1 8．0 1．0
チ ャ ー ト ・石 英 の 小 礫 ・租 粒 砂 を含 む 。 浅 黄 橙 色 。

内 ・外 面 の 器 表 の 荒 れ が 激 し い。 わ ず か に 平 底 。

ク 1 15 ク ク 13．6 8．5 2 ．4
チ ャ ー トの租 粒 砂 を含 む 。 浅 黄 橙 色 。外 面 叩 き、 内

面 パ ケ を ナ デ 消 す 。 平 底 。

ク 1 16 ク ク （5．6）
チ ャ ー トの租 粒 砂 を含 む。 褐 灰 色 。外 面 叩 き。 内 面

パ ケ調 整 。

ク 1 17 ク ク 2 0．1 7．8 5．0
チ ャ ー トの租 粒 砂 を含 む。 に ぷ い橙 色 。 内 ・外 面 パ

ケ。 口唇 部 面 取 り。 外 面 に大 きな 黒 斑 あ り。 平 底 。
砂 岩

ク 1 18 ク 砥 石
全 長

11．1

全 幅

1 3．1

全 厚

8．3
使 用 痕 2 面 。

ク 1 19 ク 支 脚
チ ャ ー トの租 粧 砂 を含 む。 橙 色 。 器 表 の 荒 れ が 激 し

い。

ク 12 0 ク ク
チ ャ ー ト ・石 英 の 柵 ・租 粒 砂 を含 む 。 に ぷ い 橙 色 。

芯 部 に穿 孔 あ り。外 面 指 頭 圧 痕 顕 著 。
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F ig ．

Ib
挿 図番 号 出 土 地 点 器　 種

法 量 （cm ）

特　　　　　　　　 徴 備　　 考
口径 器 高 胴 径 底 径

16 1 21
Ⅵ － 2 区

S T 6
＝ヒ宝E 2 3．9 3 2．3 2 8．9

チ ャ ー トの 租 粒 砂 ・小 礫 を含 む 。 橙 色 。 外 面 パ ケ 、

底 部 付 近 は 叩 き。 内面 パ ケ 。 口 唇 部 にパ ケ 状 原 体 に

よ る斜 格 子 目状 の 刻 目。 底 部 に 黒 斑 あ り。

ノク 12 2 ク ク 19．5 3 5．1 2 5．4 4．5

チ ャ ー トの租 粒 砂 を含 む。 橙 色 。 外 面 叩 き ＋パ ケ。

内面 粗 い パ ケ 調 整 。 指 頭 庄 痕 顕 著 。 口 唇 部 に櫛 措 波

状 紋 。外 面 に 大 き な黒 斑 あ り。

ク 12 3 ク ク 2 1．4 （2 1．8 ） 2 8．5

チ ャ ー ト ・石 英 ・赤 色 風 化 礫 の小 礫 、 租 粒 砂 を多 量

含 む 。 浅橙 色 。 外 面 叩 き を ナ デ 消 す 。 内 面 パ ケ ＋ ナ

デ。

ク 12 4 ク 嚢 1 9．1 3 6．9 2 5．6 5．4

チ ャ ー トの租 粒 砂 をわ ず か に含 む 。 橙 色 。 外 面 叩 き

＋パ ケ 。 内 面 粗 い パ ケ 。 口唇 部 しっ か り と した 面 取

り。 外 面煤 け る 。

ノク 12 5 ク ク 1 3．7 24 ．9 1 7．2 3．2

チ ャ ー トの 租 粒 砂 を含 む 。 浅橙 色 。 外 面 叩 き ＋パ ケ 。

内面 パ ケ 、 指 頭 圧 痕 あ り。 口唇 部 面 取 り。 上 胴 部 に

黒 斑 あ り。

ク 12 6 ク ク （1．7） 3．0 チ ャ ー ト ・赤 色 風 化 礫 の細 粒 砂 を含 む。 にぷ い 橙 色 。

ク 12 7 ク ク （3．2） 3．4
チ ャ ー トの租 粧 砂 を少 量 含 む。 橙 色 。 内 ・外 面 の器

表 の荒 れ が 激 しい 。

ク 12 8 ク ク （3．9） 4 ．0
チ ャ ー ト ・雲 母 の 細 ・租 粒 砂 を含 む 。 外 面 パ ケ 。 内

面 指 頭 圧 痕 あ り。 平 底 。

ク 12 9 ク ク （1 1．3 ） 4 ．0
チ ャー ト ・赤色 風 化 礫 の小 礫 、 租 粒 砂 を含 む 。橙 色 。

底 部 外 面 に黒 斑 あ り。 平 底 。

ク 13 0 ク 鉢 10 ．8 6 ．4 0 ．8 チ ャー トの 租 粒 砂 を少 量 含 む 。 橙 色 。

ク 13 1 ク 高 塀 14 ．1 （5 ．8 ）
チ ャー ト ・赤 色 風 化 礫 の柵 ・租 粧 砂 を含 む。 橙 色 。

内 ・外 面 の 器 表 の荒 れ が 激 しい 。

ノク 132 ク ク （2 ．5 ）
チ ャー トの 柵 ・租 粒 砂 を わ ず か に含 む 。 橙 色 。 内 ・

外 面 パ ケ 調 整 。 脚 裾 部 に 穿 孔 あ り。

17 1 33
Ⅵ － 2 区

S T 7
・＝土ゴ・
当互 （12．1）

チ ャー トの 租 粒 砂 を少 量 含 む 。 橙 色 。 外 面 叩 きの ち

パ ケ 。 内 面 租 いパ ケ 。

ク 1 34 ク ノク （2 5．1） 2 7．6

チ ャー トの 小 礫 ・租 粒 砂 を 含 む 。 橙 色 。 外 面 叩 きの

ち パ ケ 。 内 面 パ ケ、 指 頭 庄 痕 あ り。 胴 部 外 面 一 部被

熟 赤 変 す る。 黒 斑 あ り。

ク 1 35 ク ク 14．7 （3．4） チ ャ ー トの 租 粒 砂 ・小 礫 を含 む 。 口 緑 部 外 面 パ ケ 。

ク 1 36 ク ク 1 3．0 （1．6）
チ ャ ー トの租 粒 砂 を少 量 含 む。 に ぷ い 橙 色 。 口唇 部

丁 寧 な ナ デ に よ る凹 線 を施 す 。

ク 13 7 ノク ク 1 8．9 （3．0）
チ ャ ー トの細 ・租 粒 砂 を含 む。 橙 色 。 口緑 部 パ ケ 。

口唇 部 ナ デ 。

ノク 13 8 ノク ク 12 ．0 （1．6 ）
チ ャー トの細 ・租 粒 砂 を含 む 。 橙 色 。 内 ・外 面 パ ケ

調 整 。

ク 13 9 ノク ク 21 ．0 （1．7 ） チ ャー トの租 粒 砂 を含 む。 橙 色 。 内 ・外 面 ナ デ調 整 。

ク 140 ク ′ク 19 ．5 （2 ．7 ）
チ ャー ト ・石 英 の租 粒 砂 を 多 く含 む 。 橙 色 。 内 ・外

面 の 器 表 の 荒 れが 激 しい 。

ク 1 4 1 ノク ク （2 ．2 ） 2．0
チ ャー トの 租 粒 砂 を含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 外 面 叩 き、

パ ケ 、 黒 斑 あ り。

ク 1 42 ク ク （2 ．7 ） 3．4
チ ャー トの 租 粒 砂 を含 む 。橙 色 。 外 面 叩 き。 内 面 パ

ケ 。

ク 143 ク ク （4 ．5 ）

チ ャー ト ・石 英 ・赤 色 風 化 礫 の租 粧 砂 を含 む。 灰 白

色 。 頚 部 突 帯 にパ ケ状 原体 に よる 斜 格 子 目状 の刻 目

を 施 す 。

ク 1 44 ク ク （4 ．6 ） 3．0
チ ャー トの 租 粒 砂 を含 む 。橙 色 。 外 面 叩 き。 内面 パ

ケ 。

－61－



遺物観察表　7

F ig ．

N G
挿 図 番 号 出 土 地 点 器　 種

法 量 （cm ）
特　　　　　　　　 徴 備　　 考

口 径 甲 高 胴 径 底 径

1 7 14 5
Ⅵ － 2 区

＝ヒ （2．5） 4 ．8
チ ャ ー トの租 粒 砂 を含 む 。 に ぷ い橙 色 。 内 ・外 面 の

S T 7 ∃亘 器 表 の荒 れ が 激 しい 。

ノク 14 6 ク ク （2．8） 5．6
チ ャ ー ト ・石 英 の 租 粧 砂 を含 む 。橙 色 。 外 面 パ ケ。

平 底 。

ク 1 47 ク ク （2 ．5 ） 8．8
チ ャ ー トの細 ・租 粒 砂 を少 量 含 む 。外 面 叩 き、 パ ケ 。

内 面 パ ケ 調 整 。

ク 148 ク ク
（占．9 ）

5．0
チ ャー トの租 粒 砂 を含 む 。 褐 灰 色 。 底 部 外 面 に 指 頭

庄 痕 あ り。 平 底 。

ク 14 9 ク ク （1．8 ） 3 ．9
チ ャー ト ・石 英 ・赤 色 風 化 礫 の 細 ・租 粒 砂 を 含 む 。

浅 黄 橙 色 。 内 ・外 面 の 器 表 の 荒 れ が 激 しい 。

ク 15 0 ク ク （3 ．2 ） 4 ．0
チ ャー トの細 ・租 粒 砂 を含 む 。 褐 灰 色 。外 面 叩 き、

煤 け る。 平 底 。

ク 15 1 ク ク （5．1） 4 ．2
チ ャ ー ト ・石 英 の 細 ・租 粒 砂 を含 む 。 に ぷ い 橙 色 。

外 面 叩 き 。 内 面 パ ケ 。 平 底 。

ク 1 52 ク ク （4．5） 7．0
チ ャ ー トの租 粒 砂 を少 量 含 む。 に ぷ い橙 色 。 外 面 縦

パ ケ。 内 面 ナ デ 。 平 底 。

ク 1 53 ク ク （2．2） 5．0 チ ャ ー トの租 粒 砂 を含 む。 橙 色 。 外 面 パ ケ 。

ク 1 54 ク ク （2 ．6 ） 4．3
チ ャー トの 租 粒 砂 を少 量 含 む 。 にぷ い 橙 色 。 内 ・外

面 パ ケ 、 ナ デ 調 整 。 平 底 。

ク 15 5 ク ク （3 ．4 ） 5 ．2
チ ャー トの柵 ・租 粒 砂 を含 む。 橙 色 。 内 ・外 面 パ ケ。

平 底 。

1 8 15 6 ク 嚢 1 1．4 （2．4 ）
チ ャ ー ト ・石 英 の 小 礫 ・租 粒 砂 を含 む 。橙 色 。 外 面

ナ デ、 内面 パ ケ 。

ク 1 57 ク ノク 13．6 （2．9）
チ ャ ー トの租 粧 砂 を含 む。 に ぷ い橙 色 。 外 面 叩 き。

外 面 煤 け る 。

ク 1 58 ク ク 13．8 （3．5）
チ ャ ー ト ・石 英 ・雲 母 の細 ・租 粒 砂 を含 む 。 橙 色 。

外 面 パ ケ 。 内 面 ナ デ。

ク 1 5 9 ク ク 11 ．8 （4 ．2 ）
チ ャ ー トの 租 粒 砂 を含 む 。 に．ぷ い 橙 色 。 外 面 叩 き。

内 面 パ ケ 。

ク 16 0 ク ク 12 ．9 （7 ．2 ）
チ ャー トの 租 粧 砂 を少 量 含 む 。 口 緑 部 外 面 パ ケ 。胴

部 外 面 叩 き。 内面 パ ケ 。

ク 16 1 ク ノク 1 5．9 （5．5） チ ャー トの租 粒 砂 を含 む 。 褐 灰 色 。 外 面 叩 き。

ク 1 62 ク ク 12．8 （6．0）
チ ャー トの 租 粒 砂 を含 む 。橙 色 。 外 面 叩 きこ 指 ナ デ 。

内 面 パ ケ 。

れ＋・ク 1 63 ク ク 16．6 （8．2）
チ ャー ト ・石 英 の租 粒 砂 を含 む 。 にぷ い 赤褐 色 。 内 ・

外 面 パ ケ 調 整 。 内 面 指 頭 圧 痕 顕 著 。

ク 164 ク ク 14 ．0 24 ．8 17．0 4．2

チ ャー トの 細 ・租 粒 砂 を含 む 。 橙 色 。・外 面 口縁 ～ 中

胴 位 叩 き、 下 胴 位 パ ケ 。 内 面 口 緑 ～ 中 胴 位 パ ケ 、下

胴 位 指 ナ デ 。 外 面 煤 け る 。

ク 16 5 ク ク 1 6．5 （1 5．5 ） 19 ．6
チ ャー ト ・赤 色 風 化 礫 の 小 礫 ・租 粒 砂 を少 量 含 む 。

にぷ い 橙 色 。 外 面 叩 き、 内 面 パ ケ。

ク 1 66 ° ク ク （3．0） 2 ．6 チ ャー トの租 粒 砂 を含 む 。 にぷ い橙 色 。外 面 パ ケ 。

ク 1 67 ク ク （1．7） 3．5
チ ャ ー ト ・石 英 の租 粒 砂 を含 む。 に ぷ い橙 色 。 内 ・

外 面 の器 表 の 荒 れ が 激 し い。

ク 1 68 ク ノク （2．7） 3．4
チ ャ ー トの小 礫 ・租 粒 砂 を含 む。 に ぷ い 橙 色 。 外 面

ハ ケ調 整 。

－62－



遣物観察表　8

F ig ．

N G
挿 図 番 号 出 土 地 点 器　 種

法 量 （cm ）
特　　　　　　　　 徴 備　　 考

口径 器 高 胴 径 底 径

18 1 69
Ⅵ － 2 区

S T 7
嚢 （2 ．0 ） 4．4

チ ャー トの 租 粒 砂 を含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 外 面 叩 き。

内 面 パ ケ 。 底 部 外 面 煤 け る 。

ク 1 70 ′ク ク （2 ．4） 6．2 チ ャ ー トの 租 粒 砂 を含 む 。橙 色 。 外 面 ナ デ。 平 底 。

ク 1 71 ク ク （2 ．8） 3．0 チ ャー トの 租 粒 砂 を含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 外 面 叩 き。

ク 1 72 ク ク （5 ．0 ） 3．0
チ ャー トの 租 粒 砂 を含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 外 面 叩 き。

内 面 指 頭 庄 痕 顕 著 。

ク 1 73 ク ク （4 ．9 ） 3．6
チ ャー ト ・石 英 の細 ・租 粒 砂 を含 む 。 橙 色 。 外 面 叩

き。

ク 1 74 ク ク （3 ．2 ） 8．0
チ ャー トの 租 粒 砂 を含 む 。橙 色 。 外 面 パ ケ 、 内 面 指

頭圧 痕 あ り。 平 底 。

ク 1 75 ク ク （10．5） 2．5
チ ャー トの 租 粒 砂 を含 む 。 橙 色 。 外 面 叩 き 。 内 面 指

ナ デ 。

ク 1 76 ク ク （4 ．9 ） 3．4
チ ャー トの 租 粒 砂 を少 量 含 む 。 にぷ い橙 色 。 外 面 叩

き。 底 部 黒 斑 あ り。

ク 1 77 ク 鉢 10．0 4 ．6 4．6
砂 粒 を ほ とん ど含 ま な い胎 土 。 褐 灰 色 。 内 ・外 面 の

器 表 の 荒 れ が 激 し い。 平 底 。

ク 1 78 ク ノク 9．2 3．5 3．5
チ ャ ー トの 小 礫 ・租 粒 砂 を含 む 。橙 色 。 内 面 に指 頭

庄 痕 あ り。 底 部 に黒 斑 あ り。

ク 1 79 ク ク 8．6 3．9 4．8
チ ャ ー トの租 粒 砂 を含 む。 に ぷ い橙 色 。 外 面 叩 き。

内面 パ ケ 。 外 面 煤 け る。

ク 18 0 ク ノク 15．2 8．4 3．2
チ ャ ー トの 小 礫 ・租 粒 砂 を含 む 。橙 色 。 外 面 叩 き を

一 部 ナ デ 消 す 。 内 面 指 ナ デ。 黒 斑 あ り。

ク 18 1 ク ク 18．4 7．7 7．0
チ ャ ー トの租 粒 砂 ・小 礫 を含 む 。灰 白色 。 外 面 叩 き。

内面 租 い パ ケ 。

ク 18 2 ノク ク 8．9 3．6 1．5
チ ャ ー トの租 粒 砂 を含 む。 に ぷ い橙 色 。 内 ・外 面 指

頭 庄 痕 顕 著 。

ノク 18 3 ク ク 1 2．2 5．9
チ ャ ー トの 小 礫 ・租 粒 砂 を含 む 。橙 色 。 外 面 調 整 不

明、 内 面 パ ケ 。

ク 18 4 ク ノク 1 9．6 6．4 7．4
チ ャ ー トの 租 粒 砂 を含 む 。褐 灰 色 。 外 面 叩 き ★ナ デ 。

内面 パ ケ調 整 。 平 底 。

ノク 18 5 ク 高 ゴ不 3 0．0 （5．2 ）
チ ャ ー トの租 粒 砂 を少 量 含 む 。 橙 色 。 外 面 パ ケ 、 ナ

デ。 内面 ナ デ 。

ク 18 6 ク ク 18 ．6 （2．9 ）
砂 粒 を ほ と ん ど含 まな い 胎 土 。 橙 色 。 内 ・外 面 丁 寧

なナ デ。

ク 18 7 ノク ク （4 ．5 ）
チ ャ ー トの租粒 砂 をわ ず か に含 む 。 にぷ い 橙色 。 内 ・

外 面 の 器 表 の 荒 れ が 激 しい 。

ク 18 8 ク
鉄 彿 全 長

4 ．3

全 幅

1．7

全 厚

0 ．2

重 量 －

6 g

ク 18 9 ク 支 脚
砂 粒 を ほ と ん ど含 ま な い 胎 土 。 にぷ い橙 色 。 内 ・外

面 指 頭 庄 痕 顕 著 。 外 面煤 け る 。

ク 19 0 ノク ク
砂 粒 を ほ と ん ど含 ま な い 胎 土 。 橙 色 。 外 面 指 頭 庄 痕

顕 著 。

ノク 19 1 ク ク
砂 粒 を ほ と ん ど含 まな い 胎 土 。 橙 色 。 全 面 を 強 くナ

デ て い る。

ク 19 2 ク ノク （3．0 ） 7 ．0
チ ャー トの租 粒 砂 を 含 む 。 にぷ い橙 色 。 外 面 に 指 頭

庄 痕 あ り。

－63－



遺物観察表　9

F ig ．

N G
挿 図番 号 出土 地 点 器　 種

法 量 （cm ）

特　　　　　　　　 徴 備　　 考

口 径 器 高 胴 径 底 径

2 0 19 3
Ⅵ － 3 区

士 28 ．0 （3 ．0 ）
チ ャー トの租 粒 砂 ・小 礫 を含 む 。 にぷ い橙 色 。 内 ・

S T 8 宜E 外 面 ナ デ 調 整 。

ク 194 ク ク （7．2 ） 2 ．5
チ ャー トの細 ・租 粒 砂 を含 む 。 橙 色 。 外 面 叩 き。 内

面 パ ケ 。 底 部 外 面 煤 け る。

ク 19 5 ク ク （1 1．1 ） 5．1
チ ャ ー トの租 粒 砂 を含 む 。 橙 色 。 外 面 叩 きの ち 目の

粗 いハ ケ 。平 底 。

ノク 19 6 ク ク （6．4 ） 7 ．2
チ ャ ー トの租 粒 砂 を含 む 。 にぷ い橙 色 。 内 ・外 面 の

調 整 不 明 。

ク 19 7 ク 嚢 （1 9．4 ） 17 ．3
チ ャ ー トの細 ・租 粒 砂 を含 む。 橙 色 。外 面 叩 き。 内

面 指 頭 圧 痕 顕 著 。 外 面 煤 け る。

ク 19 8 ク ク 1 4．4 （5．6）
チ ャ ー トの租 粒 砂 を少 量 含 む。 に ぷ い褐 色 。 外 面 叩

き。

ク 19 9 ク ク 1 4．4 （5．9）
チ ャ ー トの租 粒 砂 を含 む 。 浅 黄 橙 色 。 内 ・外 面 の 器

表 の荒 れ が 激 しい 。

ク 20 0 ク ク 1 2．0 （5．0）
チ ャ ー トの租 粒 砂 ・小 礫 を含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 内 ・

外 面 の器 表 の 荒 れ が 激 し い。

ノク 20 1 ク ク 8．8 （7．9） 1 0．9
チ ャ ー トの租 粒 砂 を含 む。 に ぷ い橙 色 。 内 ・外 面 の

器 表 の 荒 れ が 激 しい 。 内面 に指 頭 庄 痕 あ り。

ク 2 02 ク ク （15．6） 1 2．0 2．5
チ ャ ー ト ・石 英 の 租 粒 砂 を多 く含 む 。 橙 色 。 外 面 叩

き、 内 面 パ ケ 。 上 胴 部 ・下 胴 部 に 黒 斑 あ り。

ク 2 03 ク ク 11．8 （15．9） 1 4ユ
チ ャ ー トの 租 粒 砂 を含 む 。灰 褐 色 。 外 面 叩 き。 内面

パ ケ 。

ク 2 04 ク ク 9．6 17．9 12．9 2．6

チ ャー ト ・石 英 の租 粒 砂 を 多 く含 む 。 橙 色 。 外 面 全

体 に 叩 き、 中～ 下 胴 部 の 一 部 に パ ケ 。 内面 目の租 い

パ ケ 。 底 部 に黒 斑 あ り。

ク 2 0 5 ク ク 13 ．0 （11．2 ） 15．2

チ ャー トの 租 粒 砂 を多 く含 む 。 にぷ い 橙 色 。 外 面 口

縁 部 ～上 胴 部 縦 方 向 のパ ケ 。 中 胴 部 ～横 方 向 の叩 き。

内 面 ナ デ 。 外 面 全 体 が煤 け る 。

ク 2 06 ク ク （13．0 ） 13．3 3 ．8
チ ャー ト 石 英 の租 粒 砂 ・小 礫 を含 む 。 に ぷ い橙 色 。

外 面 叩 き、 内面 パ ケ 。

ク 20 7 ノク ノク （11 ．0 ） 4 ．1
チ ャー トの租 粒 砂 を含 む。 橙 色 。外 面 叩 きの ちパ ケ。

内 面 指 頭 庄 痕 顕 著 。 内 ・外 面 煤 け る。 平 底 。

ク 20 8 ク ク （11 ．0 ）
チ ャー トの租 粒 砂 を 含 む 。 明 褐 灰 色 。 外 面 叩 き。 内

面 パ ケ 。 内 ・外 面 煤 け る 。

ク 20 9 ク ノク （10 ．3 ）
チ ャー ト ・石 英 の租 粒 砂 を多 く含 む。 橙 色 。 外 面 叩

き。 内面 パ ケ 、 指 ナ デ 。 外 面 に黒 斑 あ り。

ノク 2 10 ク ク （5．3）
チ ャ ー トの租 粒 砂 を含 む 。 にぷ い橙 色 。 外 面 叩 き。

内面 パ ケ 。

ク 2 11 ク ク （7．3） 3．0
チ ャ ー トの租 粒 砂 を少 量 含 む 。灰 褐 色 。 外 面 叩 き、

パ ケ 。 内 面 パ ケ 。 内 ・外 面 煤 け る 。

ク 2 12 ク ク （5 ．2 ） 2．4
チ ャ ー ト ・石 英 の 租 粒 砂 を含 む 。 に ぷ い 褐 色 ？ 外 面

叩 き。 平 底 。

ク 2 1 3 ク ク （5．4 ） 3．8
チ ャー トの 租 粒 砂 ・小 礫 を含 む 。 橙 色 。 外 面 叩 き。

内 面 パ ケ 。 外 面 煤 け る 。

ノク 214 ク 鉢 1 9．0 （6．3 ）
チ ャー トの 租 粒 砂 ・小 礫 を 含 む 。 橙 色 。 内面 パ ケ 調

整 。 底 部 に黒 斑 あ り。

ク 2 1 5 ク ク 1 9．0 （6．0 ）
チ ャー トの 租 粒 砂 を含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 内 ・外 面 の

器 表 の 荒 れ が 激 しい。

ノク 2 1 6 ク ク 1 1．1 4 ．6 4．0
チ ャー トの 租 粒 砂 を含 む 。橙 色 。 内 面 パ ケ調 整 。外

面 ナ デ 調 整 、 指 頭 庄 痕 顕 著 。
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遺物観察表10

F ig．

N a
挿図番号 出土地点 器　 種

法量 （cm）
特　　　　　　　　 徴 備　　 考

口径 器高 胴径 底径

20 21 7
Ⅵ － 3 区

S T 8
鉢 1 1．5 4．7 2．9

チ ャー ト ・石 英 ・赤色風化礫の租粒砂 を多 く含む。

浅黄橙色。外 面わずか に叩 き。 内面調整不 明。

ク 21 8 ク ク 16．4 5．1 5．4
砂粒 をほ とん ど含 まない胎土。橙色 。内 ・外面の器

表の荒 れが激 しい。

ク 219 ク ノク 12．4 5．0
チ ャー トの租粒 砂 を含む。 にぷ い橙色 。外 面叩 き。

内面パ ケ、指ナデ。

ク 220 ク ノク 9．8 3．9 1．5
チャー ト・石英の租粒砂 を多 く含 む。灰褐色。 内面

ナデ。外 面煤け る。

ク 22 1 ク ク 15．0 6．3
チ ャー トの租粒砂 を多 く含 む。にぷい橙色。 内面 ナ

デ調整。外面左上が りの叩 き。平底。

ク 222 ク ク 12．9 7．0 2．4
チ ャー トの租粒砂 ・小礫 を含む。 にぷ い橙色。外 面

叩 き。内面パ ケ。

ク 22 3 ク ノク 9．4 4．9 4．9
チ ャー トの租粒砂 を少量含む。橙色。 内 ・外 面の器

表の荒れが激 しい。

ク 22 4 ク 支脚 7．0 4．9 ． 5．5 チ ャー トの租粒砂 ・小礫 を含 む。 にぷい橙 色。

ク 22 5 ク ク （7．3） 8．4
チ ャー トの租粒砂 を含む。 にぷ い橙色。外 面指頭圧

痕顕著。

ク 22 6 ク
土 師器

甑
（11．3）

チ ヤ∵ トの租粒砂 を多 く含む。 にぷ い橙色 。外 面叩

き。 内面パ ケ。底 部に焼成前穿孔 あ り、径 8 m m。下

胴部 に黒斑 あ り。

21 22 7
Ⅵ － 3 区

＝ヒ笠 10．4 1 8．0 15．6
チ ャー トの租粒砂 を含む。橙色。 内 ・外 面の器表の

ST 9 荒 れが激 しい。

ク 228 ク ク （11．3） 5．2

チ ャー ト ・石英 ・赤色風化礫 の租粒砂 ・小 礫 を多 く

含 む。浅黄橙色。外面叩 きのちパ ケ。内面指ナデ。

底部 に大 きな黒斑あ り。

ク 229 ク 嚢 （5．1） 3．6
チャー トの租粒砂 ・小礫 を多 く含 む。にぷい褐色。

外 面叩 き。内面指ナ デ。平底 。

ク 230 ク ク （6．0）
チ ャー トの租粒砂 を含 む。橙色 。外 面パケ。 内面指

頭庄 痕顕著。外面煤 ける。

ク 23 1 ク ク （10．9）
チ ャー トの租粒砂 を少量含 む。褐灰 色。内 ・外面パ

ケ。内 ・外面煤 ける。

ク 23 2 ク ク （9．4） 3．0
チ ャー ト ・石英 の租粒砂 を多 く含む。橙色。外面 叩

き。内面指ナ デ。底部 に黒斑 あ り。内面煤 ける。

ノク 23 3 ク 鉢 10．4 2．8
チ ャー トの租粒砂 を含 む。橙 色。内 ・外面 の器表 の

荒れが激 しい。

ク 234 ク ノク 11．2 3．3 チ ャー トの租粒砂 を含 む。橙 色。内面ナ デ。

ク 23 5 ク ク （2．9） 3．6
チ ャー トの租粒砂 を含 む。浅黄橙色。内 ・・外面 の器

表の荒れが激 しい．。

ク 23 6 ク ク 17．6 7．1

チ ャー トの租粒砂 を多 く含 む。 にぷい橙色。 内面横

方向のパ ケ、 ナデ調 整。外 面横ナデ調整。器表 の荒

れが激 しい。

ク 23 7 ク ク 12．2 7．4
チ ャー トの租粒砂 を多 く含む。浅黄橙色。 内 ・外 面

の器表 の荒 れが激 しい。丸底。

ク 23 8 ク ノク 8．5 6．0 8．2 2．0

チ ャー トの租粒砂 を少量含む。橙色。 口唇 部は丸 く

お さめる。内面縦方向のパケ調整 を施す 。外 面ナデ

調整。

ク 239 ク 高杯 19．4 （6．6）
チャー トの租 粒砂 を多 く含 む。 にぷい橙色 。内 ・外

面 の器 表の荒れが激 しい。

ク 240 ク ク 21．0 （6．0）
チャー トの租粒砂 ・小礫 を含 む。橙色 。内 ・外面調

整不 明。
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遺物観察表11

F ig．

N n
挿図番号 出土地点 器　 種

法量 （cm）

特　　　　　　　　 徴 備　　 考
口径 器 高 胴径 底径

2 1 2 4 1
Ⅵ － 3 区

S T 9
高杯 （4．3） 13．0

チ ャー トの租粒 砂 ・小礫 を含 む。橙色 。裾部 に径 9

mmの穿孔。 内 ・外 面の器表 の荒 れが激 しい。

ク 24 2 ク 支脚 （14．2） 9．2
チ ャー トの租粒 砂 を含む。橙色。外 面叩 き。内面指

頭庄痕顕著 。

ク 24 3 ク ク 1 5．5 5．5
チ ャー ト・石英の租粒砂 を含 む。褐灰色。外面叩 き。

指頭庄痕顕著 。

ク 24 4 ク ク
チ ャー トの租粒 砂 を少量含 む。橙色 。外 面叩 き、指

頭庄痕顕著。

ノク 2 4 5 ク ク チ ャー トの租粧砂 を含む。橙色。外面 ナデ。

22 2 4 6
Ⅵ － 3 区

S T l O
・＝ヒ
宝E （3．3） 4．4

チ ャー トの租粧砂 を含む。 にぷ い橙色。平底 の底部

か ら大 きく開いて立 ち上 る。外面縦方向のパケ調整。

ク 2 4 7 ノク 嚢 14．4 23．3 2 0．6 4．8

チ ャー トの租粒砂 を含 む。灰褐色。外面 口緑 部はパ

ケ、胴部 は叩 き。 内面口緑部 はナ デ、胴部 はパケ。

内面 に指頭圧痕 あ り。外 面全体が煤 ける。

ク 2 48 ク ク （23．3） 3．4

チ ャー トの租粒砂 を含 む。橙色。胴部外面 叩 き、指

頭庄 痕あ り。底部外面ナ デ。内面調整不 明。上胴部、

下胴部 に黒斑 あ り。

ク 2 49 ク ノク 13．9 （11．7） 1 6．6

チ ャー トの租粒砂 を多 く含む。明褐灰色。 口緑 部は

「く」 の字状 に屈 曲 して外反す る。外面 は叩 き調 整

後 縦方向のパ ケ調整 を施す。内面ナデ調整 を施 す。

ク 2 50 ク ク 14．2 2 0．2 1 7．9
チ ャー トの租粒砂 を含 む。にぷい橙色。外面 叩 き。

内面パケ、指 ナデ。外面被熟赤変 し、煤 ける。丸底。

ク 2 5 1 ク 手控ね 4．7 （4．0）
チ ャー ト ・石英 の租粧砂 ・小礫 を多 く含 む。 にぷい

褐色 。内 ・外面指頭圧痕 顕著。

ク 2 52 ク ク 3．8
チ ャー トの細粒砂 を含 む。褐灰色。内 ・外面指 頭圧

痕 顕著。

ク 2 53 ク ク ・2．8
チ ャー トの租粒砂 を含 む。にぷい橙色。 内 ・外 面指

頭庄 痕顕著。

ク 2 54 ク ク 4．6 3．2 チ ャー トの租粒砂 を含 む。．灰 褐色。外面煤 ける。

ク 2 55 ク 鉢 8．9 2．6
チャー トの租粒砂 を含 む。にぷい橙色。 内 ・外面指

頭圧 痕顕著。丸底。

ク 2 56 ク ク 3．9 チャー トの租粒砂 を含む。橙色 。内 ・外面 ナデ調整。

ク 2 57 ク ク 8．8 3．2 4．0
チャー トの租粒砂 を少量含 む。橙 色。内 ・外面 の器

表 の荒れが激 しい。

ク 2 58 ク　＿ 脚付鉢 10．0 5．4 4．2 チ ャー トの租粒砂 を含 む。橙 色、内面ナ デ。

ク 2 5 9 ク 鉢 （3．7） 4．6
チ ャー トの租粒砂 を含 む。橙 色。内面縦方 向のパ ケ

調 整を施す、指頭庄痕顕 著。平底。

ク 2 6 0 ク 土玉
径

2．6

全厚

（1．5）

重量

9 g
チ ャー トの細粒砂 を少 量含 む。 にぷい橙色。

ク 2 6 1 ク 砥石
全 長

17．4

全 幅

6．5

全厚

3．3

重量

5 90 g
石 英粗面岩製。使用痕 6 両。

ク 2 6 2 ク ク
全 長

16．2

全 幅

10．7

全厚

1．7

重量

5 95 g
砂 岩製。使用痕 1 面。

23 2 63
Ⅵ － 1 区

S K 5
嚢 14．9 （2．3）

チ ャー トの租粧砂 を含 む。橙 色。 口緑端部外面 に刻

目あ り。頚部 に 3 条 の凹線 を施す。口縁部外面縦パ

ケ ＋横 ナデ。 口緑部 内両横 パケ。

ク 2 64 ク ク （2．5） 7．0
チャー ト・石英の租粒砂 ・小礫を含 む。浅黄色。内 ・

外面 器表の荒れが激 しい。
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F ig．

N G
挿 図番号 出土地 点 器　 種

法量 （cm ）
特　　　　　　　　 徴 備　　 考

口径 器高 胴径 底径

23 2 65
Ⅵ－ 1 区

＝ヒ宝E （15．1） 4．2
チャー ト・石英の小礫 ・租粒砂 を多 く含む。橙色。

SK 6 内 ・外 面の器表の荒れが激 しい。

ク 266 ク 嚢 18．2 2 3．8

チャートの欄 ・租粒砂を多く含む。橙色。内・外面の器表の荒れが激しい。口緑部から胴

部にかけて黒斑あり。内・外面煤ける。口唇部摘み出して面剛 。口縁部外面に禍庄痕あ

り。胴上部外面に1条の沈線を施す。胴部内面横げ 。胴下部内輔 げ 。底部は上げ底。

ク 26 7
Ⅵ － 2 区

－＝ヒ宝E 17．8 （2．5）
チ ャー トの細 ・租粒砂 を含む。橙色。 内 ・外面 ナデ

調整。SK l l

ク 26 8 ク ク 14．0 （1．4）
チ ャー トの租粒砂 を含 む。橙色。 内 ・外面 の器表の

荒れが激 しい。

ク 26 9 ク ク （1．4） 4．9
チ ャー トの租粒砂 を含む。橙色。 内 ・外 面の器表の

荒 れが激 しい。

ノク 270 ク 嚢 14．0 （2．9）
砂粒 をほ とん ど含 まない胎土 。にぷい橙色。 口緑部

外面 に指頭庄痕あ り。 内面パ ケ。外面煤 ける。

ク 27 1
Ⅵ －3 区

SK 12 ク 14．9 （3．2）
チ ャー トの租粒砂 を含 む。浅黄橙 色。内 ・外面 の器

表 の荒れが激 しい。

ク 272 ク 高塀 （6．2）
チ ャー トの租粧砂 を含 む。橙 色。内 ・外面 の器 表の

荒れが激 しい。

ク 27 3 ク 支脚 （4．3） 7．6
チ ャー トの租粒砂 を多 く含 む。浅黄橙色。 内 ・外面

の器表の荒れが激 しい。

24 2 74
Ⅵ － 3 区

SK 1 3
士宝E 15．0 （14．8）

チ ャー ト ・石英 ・赤色風化礫 の租粒砂 ・小礫 を多 く

含む。 にぷ い橙色。外 面叩 き、指頭圧痕 あ り。 内面

パケ。

ノク 27 5 ク ク 16．0 （15．9）
チ ャー トの租粒砂 を含 む。橙色。外面 は叩 きのちパ

ケ。内面調整不 明。口唇部丁寧 な面取 り。

ク 27 6 ク 長 頸壷 8．6 （13．2）
砂粒 をほとん ど含 まない胎土。橙色。 内 ・外 面パケ

調整。

ク 277 ク 嚢 16．8 （35．5） 24．8

チ ャー ト ・石 英 ・赤色風化礫 の租粒砂 を含む。浅黄

橙色。外 面口緑部パケ、胴部叩 きのちパケ。内面パ

ケ、指頭庄 痕顕著。 口唇部面取 り。

ノク 278 ク ク 16．2 （26．9） 22．5
チャー トの租 粒砂 を含 む。 にぷ い橙色 。外面叩 き。

内面 パケ、指頭庄痕顕著。外面煤 ける。

ク －279 ノク ク （2．9）
チャー ト・石英の租粒砂 を含 む。橙色 。外面 に黒斑

あ り。

ク 280 ク ク 15．4 2 4．2 1 5．8 4．0

チャー ト ・赤色風化礫の租粒砂 を含 む。 にぷ い橙色。

外 面胴部叩 き。底部 ～下胴 部パケ。内面指ナ デ、指

頭庄痕あ り。底部 に黒斑 あ り。内 ・外面煤 ける。

県西部搬入 品

ク 28 1 ク ク （12．7）
チ ャー トの租粒砂 を含 む。褐灰 色。外面叩 きのちパ

ケ。内面パケ、指 ナデ。大 きな黒斑あ り。丸底。

ク 282 ク ク （8．8） 2．6
チ ャー トの租粒砂 を含 む。にぷい褐色。外面叩 きの

ちパケ。内面調整不 明。

ク 28 3 ク ノク （7．1）
チ ャー ト・石英 の租粒砂 ・小礫を含 む。にぷ い橙色。

外面叩 きの ちパ ケ。 内面指 ナデ。丸底。

ク 284 ク 鉢 17．6 6．6 2．2
チ ャー トの租粒砂 を含 む。褐灰色。内 ・外面パ ケ。

底部 に黒斑 あ り。

ク 28 5 ク
土 師器

甑
13．2 18．0 1．7

チ ャー トの租粒砂 を含む。明褐灰色。外面 叩 き。内

面パ ケ、 指ナ デ。底部 に径1．6cm の穿孔 あ り。上 胴

部、底部 に黒 斑あ り。

25 28 6
Ⅵ－ 2 区

＝ヒ （75．6） 73．2 7．2
チ ャー ト ・石 英 ・角閃石の租粧砂 を少量含 む堅赦 な 壷棺

壷棺 宝E 胎土。 にぷい褐色。内 ・外面 に粗 いパ ケ調 整。 讃岐搬 入品

26 2 87
Ⅵ－ 2 区

包含層 モ
（54．2） 46．2 8．0

チャート 石英の租粒砂を少量含む。にぷい橙色。外面上胴部

はパケ、ヘラ磨き。中胴部～下胴部は叩き、パケ。内面はパケ。

頸部に斜格子状の刻目を施す突帯を貼付。底部外面に黒斑あり。

壷棺

27 2 88
Ⅵ －2 区

SD 14 モ 22．0 （3．8）
チ ャー トの細粒砂 を含 む。浅黄橙色。口唇部 に刻 目

を施す。
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F ig．

N G
挿 図番 号 出土地点 器　 種

法量 （cm）

特　　　　　　　　 徴 備　　 考
口径 器 高 胴径 底径

27 2 89
Ⅵ－ 2 区

士 （1．9） 5．8
チ ャー ト 長石 ・石 英の租 粒砂 を含 む。橙色 。内面

SD 14 宝E パケ調整。

ク 290
Ⅵ－ 1 区

S D 6
嚢 15．9 （5．0）

チ ャー トの租粒砂 ・小 礫 を含む。橙色。 口緑 端部面

取 り。頚部外面縦パ ケ ＋横ナデ。 口緑部 内面粗 い横

パケ。

ク 29 1
Ⅵ －2 区

S D 1 3 ク （4．5） 7．8
チ ャー トの細 ・租粒砂 を含む。橙色。 内 ・外 面の器

表の荒れが激 しい。

ク 292 ク ク （6．2） 4．6
チ ャー トの租粒砂 を多 く含 む。橙色。外 面パ ケ調整。

平底。

ク 293
Ⅵ－ 3 区

S D 14 ク （2．2） 3．1
チ ャー ト ・石英 ・長石 の細 ・租粒砂 を含 む。橙色 。

外 面叩 き。

ク 294 ノク 手捏ね （1．7）
チャー トの柵租粒砂 を含 む。明褐 灰色。 内 ・外面 に

指頭圧痕 あ り。

ク 29 5 ク 支脚 （5．7）
チ ャー トの小礫 を含 む。橙色 。内 ・外面の器表 の荒

れが激 しい。

ク 29 6
Ⅵ － 2 区

S D 13
砥石

全長

（9．8）

全幅

1．8

全厚

1．4

重量

32 g
頁岩製。全 面 をよく研磨す る。使用 痕 2 面。 千枚 岩製

29 29 7
Ⅵ － 1 区

S D l

石器

石包 丁

全長

（4．6）

全幅

（2．85）

全 厚

（0．5）

重 量

10 g

直線刃 を持 つ片刃石包丁。両面 とも丁寧な研摩 によ

り仕上 げる。約半分が欠損す るが 、中央部の単孔 は

両面 よ り穿 たれる。

ク 29 8 ク
土 師器

‘杯
（3．0） 7．0

精選 された胎 土。灰 白色。 内‘・外面 器表の荒れが激

しい。底端 部がわずか に上が る。

ク 29 9 ク
土 師器

羽釜
24．2 （4．4）

石英 の租粒砂 を多 く含む。鍔部上下 に横 ナデ。内外

両横 ナデ調整 。

ク 30 0 ク ク 24．0 （6．0）
石英 ・長石赤色風化礫 の柵 ・租粒砂 を含む。赤橙色 。

口緑端部 ・鍔端部丁 寧な面取 り、鍔部上下面横 ナデ。

ク 30 1 ク
須 重野

笠
（5．0） 石英 の細粒砂 を含 む。灰色。 内面横 ナデ。

ク 30 2 ク
須恵器

嚢
（7．3）

精選 され た胎土 。灰色 。外面格子 目の叩 き。内 ・外

面横ナデ。指頭庄痕 あ り。

ク 303
Ⅵ －1 区

S D 2
高杯 （6．5）

チ ャー トの租 ・細粒砂 を含む。‘橙色。外面縦パ ケ。

内面横パケ調整。

ク 304 ク
須恵器

杯
（2．1） 6．6 精選 された胎土。灰色 。内 ・外面横 ナデ調整。

ク 305 ク
須重器

宝E
（6．0） 8．8 精選 された胎土。灰色 。内 ・外面横ナ デ調整。

ク 306 ク
須恵器

ゴ不
（1．9） 精選 された胎土。灰色 。内 ・外面横 ナデ調整。

ク 30 7
Ⅵ －1 区

S D 4

土 師器

皿
11．8 3．1

チ ャー トの細粒砂 を含 む。淡橙色。 口縁部 内外面横

ナデ。底部 内面指頭庄痕 あ り。＿口緑部外面 に籾庄痕

あ り。

ク 308 ク
瓦器

鍋
21．6 （3．3）

チ ャー ト ・石英 の柵 ・租粒砂 を含む。灰 白色。鍔 部

は粘土紐 による貼付後 、摘み出 し。

ク 30 9
Ⅵ － 2 区 土 師器

7．7 2．0 3．7
精選 された胎土。 明褐灰 色。内 ・外面 ナデ調整 。口

S D l l 小 堺 唇 部丸 くお さめ る。

ク 310 ク ク 7．9 1．8 3．4
チャー ト・赤色風化礫の細粒砂 を含む。灰白色。内 ・

外 面横 ナデ調整。 口唇 部丸 くお さめ る。

ノク 31 1
Ⅵ －2 区 瓦 器

18．5 （3．8）
精 選 された胎土。灰色。 内 ・外 面横ナデ調整。頚 部

SD 15 鍋 外面 に指頭庄痕顕著。

ク 312 ク ク 15．8 （5．8）
チャー トの柵租粒砂 を少量含 む。灰 色。内 ・外面 の

器表 の荒れが激 しい。
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F ig．

NG
挿図番号 出土地点 器　 種

法量 （cm）

特　　　　　　　　 徴 備　　 考

口径 器 高 胴径 底径

29 3 13
Ⅵ －3 区 土師器

（2．3）
精選 された胎土。橙色 。内 ・外面ナ デ調整。外底 部

SD l O 杯 糸切 痕あ り。

ノク 314 ク ク （1．6） 7．6
チ ャー トの細粒砂 を含 む。明褐灰色。貼付 高台はや

や外側 にふ ん張 る。

ク 31 5 ク ク （1．5）
高台径

7．0

チ ャー トの細 ・租粒砂 を少量含む。涜黄橙色 。内 ・

外面の器表 の荒 れが激 しい。貼付高 台。

ク 31 6 ク ク （1．6） 6．4
チ ャー トの細 ・租粒砂 を少量含 む。橙色 。内 ・外面

の器表 の荒 れが激 しい。貼付高台。 回転 台左 回 り。

ノク 317 ク ク （2．3） 6．0
チ ャー トの租粒砂 を含む。浅黄橙色 。内 こ外面の器

表 の荒 れが激 しい。 しっか りと した貼付 高台。

ク 318 ク
須 恵器

（2．4）
高台径 精選 された胎土。灰色。 内 ・外面 ナデ調整。裾端部

高杯 6．0 は丁寧 なナデ。

ク 319 ク
須憂器

宝E
（7．8） 8．4

チ ャー ト・石英 ・長石 の柵 ・租粒 砂 を少量含 む。灰

色 。外面頚 部 に3条の 凹線 。波状 紋 を施す 。内面 ナ

デ調 整。

31 3 20
Ⅷ － 1 区

S D l
－＝量ゴ・宜E 2 4．4 （1．5）

チ ャー トの小礫 ・租粒砂 を含む。橙色。大 きく外反す

る口緑部。口緑端部に櫛措紋が施され る。円形浮紋に

刺穴 したものを貼付。外面調整不明。内面横 ナデ調整。

ク 321 ク ノク 13．7 （4．0）

チ ャー トの租粒砂を含む。浅黄橙色。口緑部上端か ら大

きく外反する。 口緑端部しっか りした面取 り。口緑部内

面は粗いパケ調整。外面上端に縦方向のパケ調整を施す。

ク 322 ク ク 14．3 （9．0）

チャートの小礫を含む。にぷい橙色。口緑部は 「く」の字状に屈

曲して大きく外反する。口緑部内 ・外面横方向のパケ調整。外面

胴部不定方向のパケ調整。内面左上りのパケ調整、指頭庄痕顕著。

ク 323 ク ク 14．6 （3．2）
精 選された胎土。 にぷ い橙色 。内 ・外面共横 ナデ調

整 を施す。口緑部下 に 1 条 の沈線あ り。

ク 324 ク ク （3）
チ ャー ト・雲母 の細 ・租粒砂 を含む。赤褐色。平底

か ら内湾気味 に立 ち上 る。内 ・外 面ナデ調整。

ノク 32 5 ク ク （2．0） 2．7

チ ャー ト ・石英 の租粒砂 を含 む。 にぷい橙色。平底

か ら大 きく開 いて立 ち上る。外面 は縦方 向のパ ケ調

整 を施す。内面 は指頭圧痕 を認め る。

ク 32 6 ノク 襲 13．8 （3．4） 4．6

チ ャー ト・石英 の細 ・租粒砂 を含む。にぷい赤褐色。

口緑部 は斜上方 に立 ち上がる。口緑部内 ・外面横 ナ

デ調整 を施す。外面煤 ける。

ノシ 32 7 ク ク 17．4 （2．8）

チャートの小礫を含む。浅橙色。口緑部は 「く」の字状に屈

曲し外反する。口緑部外面は縦方向の租いパケ調整のち横ナ

デ調整を施す。内面ナデ調整。口縁端部に1条の沈線を施す。

ク 32 8 ク ク （1．5）

チ ャー トの小礫 を含 む。にぷい橙色。平底か ら大 き

く開いて立 ち上 る。外 面ナデ調整、内面指頭 による

ナデ調整。外面煤 ける。

ク 32 9 ク ク 13．0 （5．6） 2．2

チャートの租粒砂を含む。赤褐色。口緑部は 「く」の字状

に屈曲して外反する。口緑部は内 ・外面横ナデ調整。胴部

外面は左下りの叩きを施す。内面は指頭によるナデ調整。

ク 330 ク ク （7．4）

チ ャー ト ・石英 の小礫 を含 む。丸底の底部か ら内湾

して立 ち上 る。 内 ・外面 共不 定方向のパ ケ調整 を施

す。

ク 33 1 ノク 鉢 13．5 6．1

チ ャー トの租粒砂 を含 む。橙 色。外面 に黒斑 あ り。

内 ・外面器表 の荒 れが激 しい。内外面共磨　 耗著 し

く観察不可能。

ク 33 2 ク 高杯 13．6 （2）

精選 された胎土。 にぷい橙色 。脚部 は 「ハ」 の字状

に大 き く開 く。 4 孔 を穿 つ。外面縦方向、右上 が り

のパケ調整。 内面横 方向のパケ調整 を施す。

讃岐搬入 品

ク 33 3 ク 支脚 （2．7） 8
チ ャー トの小礫 を含 む。浅黄橙色。脚 の外面右 上が

りの叩 き。 内面指頭庄 痕顕著。
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Ⅵ－1区中層完掘状況（東より）

Ⅵ－1区下層完掘状況（東より）



Ⅵ－2区上層検出状況（東より）

Ⅵ－2区上層完掘状況（東より）



Ⅵ－2区下層完掘状況（東より）

Ⅵ－3区検出状況（東より）



Ⅵ－3区検出状況（西より）

Ⅵ－3区完掘状況（東より）



Ⅵ－3区完掘状況（西より）

STl完掘状況



ST2完掘状況

ST2遺物出土状況（14・15）



ST2遺物出土状況（16）

ST3完掘状況



ST3遺物出土状況（24）

ST3遺物出土状況（28）



ST3遺物出土状況（44）

ST4完掘状況



ST5完掘状況

ST5遺物出土状況（67）



ST5遺物出土状況（69）

ST5遺物出土状況（112）


